
系
図
』
に
よ
れ
ば
、

元
和
四
戊
午
霜
月
廿

一
日
、
御

一
家
に
加
え
召
さ
る
。

と
あ
り
、
恐
ら
く
了
尊
の
宗
学
、
信
仰
の
優
秀
な
る
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
相
伝
の
器

量
の
あ
る
に
よ
っ
て
、
元
和
四
年

(
一
六

一
八
)
の
時
に
相
伝
家
寺
院
の
一
つ
に
加

え
ら
れ
た
と
も
見
倣
さ
れ
る
。
し
か
し
、
息
子

一
雄
の
若
死
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
相

伝
家
寺
院
よ
り
没
落
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
だ
、
了
尊
、

一
雄
父
子
の
相
伝
家
と
し
て
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
憶
測
の
域
を
出

な
い
の
で
あ
る
が
、

一
雄
も
父
了
尊
よ
り
相
伝
を
授
与
さ
れ
相
伝
家
の
一
人
で
あ

っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
了
尊
の
聖
教
蒐
集
は
、

一
冊
の
聖
教
目
録
と
し
て
著
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
任
を
息
子

一
雄
に
託
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

は
、
現
在

『相
伝
義
書
』
の
聖
教
目
録
類
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
後
の
相
伝
家

に
と

っ
て
、
こ
の
一
雄
の
聖
教
目
録
は
、
多
大
な
影
響
を
与
え
る
結
果
と
も
な
っ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
。
是
非
と
も

『相
伝
義
書
』
の
聖
教
目
録
類
に
加
え
る
べ
き
で
あ

五
七

庄

　

司

　

暁

　

憲

『
相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

現
在
、
『相
伝
義
書
』
の
書
物
類
の
中
に
聖
教
目
録

(典
籍
集
)

が
、
七
、

八
冊

程
あ
る
。
所
で
、
相
伝
家
と
し
て
最
古
の
聖
教
目
録
は
、
願
得
寺
実
悟
撰
の

『聖
教

目
録
聞
書
』

一
巻
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
聖
教
目
録
は
、
城
端
別
院
の
善
徳
寺
に

収
蔵
さ
れ
た
ま
ま
、
後
の
相
伝
家
に
伝
承
さ
れ
な
い
で
い
た
よ
う
で
、
『相
伝
義
書
』

の
中
に
含
め
る
か
ど
う
か
今
後
の
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
次
に
、
相
伝
家
の

聖
教
目
録
と
し
て
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
性
応
寺
了
尊
の
聖
教
蒐
集
と
そ
の
息

子

一
雄
侍
従
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

一
巻
と
で
あ
る
。
了
尊
は
、
明
ら
か
に
相
伝

家
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
文
献
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
性
応
寺

が
い
つ
頃
よ
り
相
伝
家
寺
院
と
な
っ
た
の
か
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
が
、

『性
応
寺

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

第

一
節

　

『相
伝
義
書
』
の
聖
教
目
録

第

一
章

　

相
伝
家
の
聖
教
目
録
の
概
略



五

八

も
あ
る
。
そ
こ
で
、

一
応
上
記
に
挙
げ
た
相
伝
家
の
聖
教
目
録
の
一
覧
を
左
記
に
年

代
順
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

相
伝
家
の
聖
教
目
録

　　

一
覧

実
幄

　　

『聖
教
目
録
聞
書
』

　　　　　　　　　　　　

一
巻

(了
尊

　　　

聖
教
蒐
集
)

一
雄

　　

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

　　　　　　　　　　　

一
巻

寂
玄

　　

『典
籍
集

　

全
』

　　　　　　　　　　　　　

一
巻

一
玄

　　

『浄
典
目
録

　

全
』

　　　　　　　　　　　　

一
巻

真
玄

　　

『真
宗
依
典
籍
』

　　　　　　　　　　　　　

一
巻

『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

本
末

・
補
記
』

　　

三
巻

真
覚

　　

『浄
土
真
宗
依
典
籍
目
録

　

勘
考
上

・
下
』

　　

二
巻

真
昭

　　

『当
流
聖
教
目
録
之
事
』

　　　　　　　　　

(
一
巻
)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

る
と
思
う
。

そ
し
て
、
こ
の

一
雄
の
後
、
相
伝
家
の
聖
教
目
録
は
、
光
善
寺
寂
玄
の

『典
籍
集

全
』

一
巻

(
『相
伝
義
書
』
)
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

一
雄
の

『真
宗

正
依
典
籍
集
』
を
元
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
寂
玄
の
息
子

一
玄
は
。

『浄
典
目
録

全
』

一
巻
を
撰
述
し
て
、
寂
玄
の
聖
教
目
録
に
増
補
を
加
え
、

整
理

し
て
、
真
宗
の
聖
教
類
の
全
て
を
そ
こ
に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
次
い
で

一
玄
の
息

子
真
玄
は
、
父
祖
の
志
し
を
承
け
て
、
『真
宗
依
典
籍
』

一
巻
、
及
び

『浄
土
真
宗

依
典
籍
私
考

　

本

・
末

・
補
記
』
の
三
巻
を
撰
述
し
て
、
相
伝
家
、
即
ち
浄
土
真
宗

の
聖
教
目
録
の
完
成
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
真
玄
の
相
伝
家
聖
教
目
録
の

完
成
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
の
聖
教

(典
籍
)
が
初
め
て
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
か
ら
は
、
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
お
け
る
功
績
は
言
う
に
及
ば
ず
、
真
宗

の
聖
教
目
録
編
纂
史
の
上
か
ら
も
、
真
玄
の
こ
の
業
績
は
見
逃
が
す
こ
と
が
出
来
な

い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
真
玄
の
後
を
承
け
て
、
真
宗
寺
真
覚
は
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
目
録

　

勘
考

上

・
下
』
二
巻
を
著
わ
し
、
真
玄
の
聖
教
目
録
の
立
場
を
更
に
徹
底
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
。
真
覚
の
息
子
真
昭
は
、
真
玄

・
真
覚
の
聖
教
目
録
を
相
承
し
て
、
『安

永
勘
進
』
の
付
録

(第
二
)
に
、
『当
流
聖
教
目
録
之
事
』
と
題
し
て
、
真
玄
の

『真

宗
依
典
籍
』

一
巻
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
よ
っ
て
真
玄
の

『真

宗
依
典
籍
』
は
、
刊
行
の

『安
永
勘
進
』
を
参
照
さ
れ
た
し
。)

以
上
が
、
相
伝
家
の
聖
教
目
録
類
の
概
略
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
『相
伝
義
書
』

に
含
ま
れ
て
い
る
聖
教
目
録

(寂
玄
以
下
の
も
の
)
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の

『相
伝
義
書
』
の
聖
教
目
録
類
の
中
で
、
特
に
注
目
を
要
す
る
も
の
は
、
光
善
寺

第
十

一
世
円
乗
院
真
玄
性
顕

(
一
七
〇
九
~

一
七
五
二
、
四
十
四
歳
没
)
が
著
わ
し

た
聖
教
目
録
の
四
巻
で
あ
る
。
即
ち
、

真
玄
の
聖
教
目
録

　

四
巻

　　　　　　　　　　　　

撰
号

一
、
『真
宗
依
典
籍
』

　　　　　　　　　　　　　　

一
巻

(内
題
)
「浄
土
真
宗
正
依
聖
教
」

第
二
節

　

相
伝
家
の
聖
教
目
録
の
完
成



真
順

(信
順
)
・
淳
心

(恵
関
)
、
善
照
寺
了
義
、
願
証
寺
真
高

(性
栄
)
・
乗

道

(
遍
尊
)
等
。

こ
れ
ら
相
伝
教
学
を
伝
持
す
る
者
に
お
い
て
、
真
宗
の
聖
教
の
正
依

・
傍
依
の
選

別
は
、
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
を
指
南
の
書
と
し
て
捉
え
、
そ
し
て
正
依

・
傍
依
の

聖
教
の
明
ら
か
な
る
上
に
お
い
て
浄
土
真
宗
を
修
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
の
著
述
年
時
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
詳
な

が
ら
、
た
だ

『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

補
記
』
の
末
尾
に
、

右
、
報
化
会
通
、
任

御

尋
、
延
享
元
辰

　

霜
月
差
シ
上
ル

と
の
朱
筆
の
添
書
き
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
文
完
成
の
後
、
再
度
、
本
文

に
註
釈
を
施
こ
す
中
で
、
そ
の
本
文
の
最
後
段
に
書
き
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
年
号
と
し
て

「延
享
元
辰
」
と
あ
る
が
、

実
は
、
「延
享
元
年
」

の
干
支

は

「辰
」
で
は
な
く

「甲
子
」
で
あ
る
。
逆
に
、
「延
享
元
辰
」

の
元
号

の
錯
誤
に

よ
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く

「寛
延
」
と
な
る
。
即
ち
、
「寛
延
元
年
戊
辰
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
か
の
年
時
、
延
享
元
年

(
一
七
四
四
)
~
寛
延
元
年

(
一
七
四
八
)
に
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

補
記
』
の
中
に
あ
る

「報
化
会
通
」

の
文
を
、
東
本
願
寺
第
十
八
世
従
如
上
人
に
差
し
上
げ
た
こ
と
を
、
後
よ
り
記
憶
を

経
き
書
き
添
え
た
の
で
あ
る
。
敢
て
ど
ち
ら
の
年
時
を
採
る
か
と
い
う
な
ら
ば
、
従

如
上
人
の
御
返
伝
の
役
は
父

一
玄
で
あ
り
、
延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
五
月
二
十
八

日
に
一
玄
よ
り
従
如
上
人
へ
相
伝
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
翌
三
年

(
一
七
四
六
)

一
玄

が
六
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
父

一
玄
の
後
を
承
け
て
、
真
玄
が
従
如
上

人
の
御
返
伝
役
を
勤
め
た
と

見
れ
ば
、
「寛
延
元
年
戊
辰
」

の
方
が
自
然
な
感
じ
が

五
九

(内
題
)
「浄
土
真
宗
傍
依
典
籍
」

二
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

本
』

　　　　　　　

一
巻

　　

釈
真
玄

三
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

末
』

　　　　　　　

一
巻

　　

釈
真
玄

(内
題
)
「浄
土
真
宗
傍
依
典
籍
」

四
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

補
記
』

　　　　　　

一
巻

　　

釈
真
玄

こ
の
真
玄
の
労
作
で
あ
る
聖
教
目
録
四
巻
を
も

っ
て
、

真
宗

『相
伝
義
書
』
、
つ

ま
り
浄
土
真
宗
の
相
承
教
学
の
聖
教
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

真
宗
の
聖
教
目
録
が
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
に
始
ま
っ
て
、
実
悟
、

一
雄
、
寂

玄
、

一
玄
と
相
伝
家
た
ち
の
聖
教
目
録

へ
の
試
考
が
な
さ
れ
、
ま
た
更
に
は
、
空
恵

『聖
教
目
録
』
、
知
空

『真
宗
録
外
聖
教
目
録
』
、
恵
空

『仮
名
聖
教
目
録
』
、
慈
航

『高
宮
聖
教
目
録
』
、
月
釜

『月
室
聖
教
目
録
』
、
先
啓

『浄
土
真
宗
聖
教
目
録
』
な

ど
の
東
西
本
願
寺
の
学
林

・
学
寮
の
人
々
の
模
索
が
あ
っ
て
、
こ
こ
真
玄
に
至
っ
て

浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
完
成
は
、
相
伝
家
に

の
み
に
伝
承
さ
れ
、
宗
学
者
だ
ち
か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
お
い
て
は
、
こ
の
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
を
も

っ
て
次
第
相
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
真
玄
以
降
の
相
伝
家
の
人
々

は
、
次
の
ご
と
き
人
た
ち
で
あ
る
。

真
宗
寺
真
覚

(超
芸
)
・
真
昭

(超
尊
)
・
乗
尊

(遍
含
)
、
教
行
寺
真
芸

(性

坊
)
、
本
宗
寺
真
詮

(超
弘
)
・
乗
通

(遍
界
)
・
乗
位
、
慈
敬
寺
遍
照

(乗
恵
)

・
乗
賢

(遍
海
)
、
本
泉
寺
遍
俊

(
乗
恵
)
、

専
光
寺
乗
覚

(康
憲
)
、
南
瞑
寺

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

す
る
。

し
か
し
、
右
の
年
号
が
、
直
接
に
こ
の
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
の
撰
述
年
時
を
表

わ
す
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
、
こ
の
年
時
の
前
後
頃
の
完
成
と
推
定
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。

所
で
、
こ
の
時
期
、
即
ち

一
七
四
〇
年
代
に
お
い
て
、
相
伝
家
に
よ
る
真
宗
の
聖

教
目
録
の
完
成
は
、
聖
教
目
録
編
纂
史
上
か
つ
真
宗
の
宗
学
史
上
に
と
っ
て
も
特
筆

す
べ
き
出
来
ご
と
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
西

派
の
学
林
の
聖
教
目
録
完
成
は
、

山
上
正
尊
氏
の

『真
宗
々
典
編
纂
史
』
下

(P

40

)

に
、

六
年
の
歳
月
を
費
し
、
明
和
二
年
七
月
、
統
計
六
囃
三
十

一
巻
、
祖
聖
以
降
、

中
祖
に
至
る
製
作
並
に
傍
依
類
に
至
る
、
三
十
九
部
六
十
七
巻
を
採
集
し
、
毎

巻
尾
に
各
校
異
を
附
し
、
『真
宗
法
要
』
と
命
題
し
て
、
喜
捨
助
刻
、
常
光
寺

桂
厳
、
直
入
院
憲
栄

(泰
厳
)
、
養
照
寺
海
輪
、
西
福
寺
了
因
、
法
泉
寺
闇
諦
、

万
福
寺
審
亮
、
重
1　
寺
隆
賢
、
源
光
寺
泰
応
、
西
光
寺
桂
山
、
大
平
寺
仙
渓
、

其
他
云
々

　

を
得
、
本
山
蔵
版
と
し
て
流
行
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
こ
の
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
の

『真
宗
法
要
』
を
以
っ
て
、
完
成
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
東
派
の
学
寮
で
は
、
『真
宗
々
典
編
纂
史
』
上

(P

36
)

に
、

文
化
八
年
、
祖
聖
の
五
百
五
十
回
忌
辰
を
迎
ふ
る
を
期
と
し
て
、
祖
聖
よ
り
中

祖
並
に
傍
依
の
聖
教
三
十
九
部
を
十
三
巻
二
恢
に
編

し
、
『真
宗
仮
名
聖
教
』

と
題
し
、
本
山
蔵
版
と
し
て
流
行
せ
し
む
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

六
〇

と
あ
り
、
文
化
八
年

(
一
八
二
二
)
の

『真
宗
仮
名
聖
教
』
を
も
っ
て
、
聖
教
目
録

の
完
成
が
な
さ
れ
た
と
見
ら
れ
よ
う
。
従

っ
て
、
真
玄
の
一
七
四
〇
年
代
と
い
う
聖

教
目
録
完
成
期
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
東
西
両
派
の
学
林

・
学
寮
で
は
、
聖
教
目
録

に
つ
い
て
は
醸
成
期
の
時
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
西
派
の
完
成
は
、
真
玄
に
遅
れ
る
こ

と
二
十
年
余
り
で
あ
り
、
東
派
で
は
、
八
十
年
近
く
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
東

派
の

『真
宗
仮
名
聖
教
』
は
、
西
派
の

『真
宗
法
要
』
に
依
存
す
る
面
が
多
く
あ
っ

て
、
実
際
、
東
派
独
自
の
聖
教
目
録
の
完
成
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

以
上
か
ら
窺

へ
ば
。
相
伝
家
の
聖
教
目
録
完
成
が
い
も
早
く
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。

所
で
、
何
故
に
相
伝
家
が
、
聖
教
目
録
の
完
成
を
他
の
学
林
や
学
寮
よ
り
も
素
早

く
、
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

一
、
二
の
推
測
が
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず

一
つ
は
、
寂
玄
転
派
に
よ
る
た
め
、
二
つ
に
は
、
学
寮
の
膀

難
に
よ
る
た
め
と
見
ら
れ
る
。

一
、
光
善
寺
寂
玄
の
西
派
で
の
異
義
邪
執
の
排
斥
に
対
し
て
、
東
派
転
派
後
、
息

子

一
玄
及
び
孫
の
真
玄
に
よ
っ
て
、
そ
の
膀
法
の
難
の
原
因
を
聖
教
の
正
依
、
傍

依
の
選
別
な
く
、
学
林
教
学
が
起

っ
て
き
た
と
見
て
い
た
が
故
。

二
、
東
派
の
宗
学
も
、
西
派
同
様
と
な
り
つ
つ
、
聖
道
門
の
聖
教
解
釈
を
も
っ
て

真
宗
の
聖
教
を
理
解
す
る
学
寮
の
中
か
ら
、
相
伝
家
に
向

っ
て
誇
難
の
気
運
が
起

っ
て
き
た
の
で
、
真
宗
の
聖
教
理
解
は
宗
祖
の
聖
教
理
解
を
基
に
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
と
い
う
教
学
的
立
場
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
学
寮

へ
の
対
抗
が
急
が
れ
て



き
て
い
た
が
故
に
、

こ
の
早
期
完
成
理
由
は
と
も
か
く
も
、

一
玄
、
真
玄
父
子
の
浄
土
真
宗
聖
教
目
録
へ

の
完
成
に
か
け
る
熱
意
は
量
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
真
玄
の

『真
宗
依
典
籍
』
序
文
よ
り
、
そ
の
意
趣
を
窺

っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

凡
そ
、
浄
土

一
家
に
お
ひ
て
、
経
論
釈
多
分
あ
る
中
に
つ
き
て
、
古
今
と
も
真

偽
傍
正
の
た
だ
ぢ
混
雑
し
て
、
其
の
分
別
正
し
か
ら
ず
。
何
れ
も
迷
惑
せ
り
。

其
れ
が
為
め
に
、
先
規
の
勘
録
等
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
、
心
静
に
彼
此
の
記
録
、

委
細
熟
見
に
及
ぶ
処
、
其
の
題
号
に
は
、
或
は
、
浄
典
目
録
、
或
は
、
真
宗
依

典
籍
と
置
き
な
が
ら
、
前
後
不
分
明
の
み
な
ら
ば
、
況
や
、
今
時
の
末
学
、
初

心
の族
ら、
弥
く
、
其
の鉾
謁
これ
多
し。

倣
ぐ
、
退
き
考
み
る
に自宗
の門
侶
等
、
惣
じ
て、
始
学
、
経
論
転
読
の頃

よ
り
、
自
余
浄
家
の
通
途
に
伝
ひ
習
て
、
少
さ
か
真
宗
別
途

・
師
資
相
承
血
脈

の
譜
に
疎
き
が
ゆ

へ
に
、
皓
首
の
今
に
至
て
、
闇
推
の
こ
と
の
み
ぞ
、
当
時
盛

ん
な
り
。

重
法
の
血
脈
な
り
。
若
し
、
今
宮
、
此
の
経
釈
互
入
の
差
別
と
、
融
通
を
口
受

の
引
導
に
よ
り
て
弁
べ
ず
ば
、
人
法
二
執
の
片
見
に
沈
没
し
て
、
実
に
、
当
流

己
証
に
、
相
い
称
ひ
が
た
か
ら
ん
。
但
て
、
初
心
未
熟
、
稽
古
の
た
め
、
筆
点

に
顕
す
こ
と
、
左
の
如
し
。

(以
下
、
「安
永
勘
進
」
付
録
の
聖
数
目
録
と
同
文
、

但
し
、
後
序
の
践
文
を
真
昭
は

省
略
し
て
い
る
)

要
約
す
る
と
、
古
来
よ
り
浄
土

一
流
に
は
、
経

・
論

・
釈
が
数
多
あ
り
、
先
人
の

聖
教
目
録
に
は
、
『浄
典
目
録
』
と
か

『真
宗
依
典
籍
』
と
題
名
は
、

ま
こ
と
し
や

か
で
あ
る
が
、
実
際
中
味
は
、
真
偽

・
傍
正
が
混
雑
し
て
い
て
、
ど
れ
が
真
宗
の
正

依
の
聖
教
か
無
分
別
で
あ
る
。
そ
ん
な
事
で
、
今
日
の
末
学
初
心
の
徒
が
宗
学
を
習

う
と
い
っ
て
も
他
宗
の
浄
土
宗
の
教
相
を
手
本
と
す
る
た
め
、
今
日
、
身
勝
手
な
論

説
ば
か
り
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
真
宗

一
流
の
師
資
相
承
の
口
伝
を
知
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
い
ま
伝
え
聞
く
口
受
の
趣
き
を
開
示
す
る
と
、
浄
土
の
聖

教
に
二
種
あ
り
。

一
に
正
依
聖
教
、
二
に
傍
依
典
籍
。
こ
の
如
く
正

・
傍
に
選
別
す

茲
因
り
、
粗
ぼ

・
伝
聞
口
決
の
旨
趣
を
開
示
し
て
、
真
宗
素
意
の
別
途
を
模
写

　　

る
に
は
、
そ
の
根
拠
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
経
典
に
は

「依
法
不
依
人
」

し
奉
る
に
、
即
ち
、
其
の
二
っ
あ
り
。

一
に
は

　

正
依
の
聖
教
。
二
に
は
、
傍
依
の
典
籍
な
り
。

即
ち
、
已
下
に
目
録
し
分
書
す
る
が
ご
と
し
。
今
ま
、
傍
正
の
依
用
を
挙
て
、

差
別
す
る
は
、
共
の
支
証
あ
り
。
謂
く
、
経
に
、
依
法
不
依
人
の
金
言
あ
り
。

釈
に因人
重法故
の妙
句あ
り。
恭
く
しく
も、是
れ、宗
家黒
谷
、依
法

相
承
と
し
て
、
別
解
異
見
の
不
依
人
を
棟
び
簡
び
た
ま
ふ
。
祖
師
別
伝
、
因
人

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

の
釈
尊
の
金
言
が
あ
り
、
『論
註
』
に
は

「因
人
重
法
故
」
の
曇
鸞
の
妙
句
が
あ
る
。

そ
し
て
法
然
は
、
釈
迦
の
遺
訓
を
守

っ
て
依
法
を
相
承
し
て
聖
道

・
別
解
異
見
を
選

別
さ
れ
た
。
親
鸞
は
、
曇
鸞
の
釈
意
に
順
じ
て
依
人
を
相
承
し
て
七
祖
の
論
釈
を
選

取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
法
二
執
の
道
理
を
こ
こ
に
弁
証
し
て
、
親
鸞
の
御
己

証
に
か
な
う
宗
学
を
末
徒
に
学
ん
で
欲
し
い
た
め
に
、
こ
れ
を
顕
ら
か
に
す
る
。

右
の
ご
と
く
真
玄
が
言
う
よ
う
に
、
浄
土
教
の
聖
教
類
の
真
偽

・
傍
正
の
選
定
は
。

六

一



六

二

前
章
で
取
り
あ
げ
た
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
が
誕
生
し
て
く
る
そ
の
歴
史
的
背
景

を
、
現
存
す
る
聖
教
目
録
の
考
察
を
通
し
て
堀
り
起
こ
し
て
い
き
た
く
思
う
。

浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
そ
こ
で
重
要
な
事
柄
は
、
聖
教
目

録
に
載
せ
る
聖
教
が
、
こ
れ
は
浄
土
真
宗
の
聖
教
で
あ
る
と
い
う
選
定
が
な
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
誰
れ
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う

点
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

い
ま
、
浄
土
真
宗
に
於
け
る
聖
教
選
定
の
歴
史
を
緩
く
な
ら
ば
、
ま
ず
最
初
に
あ

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
元
祖
法
然
上
人
で
あ
る
。

上
人
は
、
『選
択
集
』

上

に

て
、

『選
択
集
』
(
『親
鸞
聖
人
全
集
巻
六
、
八
頁
』

往
生
浄
土
門
と
云
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
二
あ
り
。

一
に
は
、
正
往

生

浄

土

を
明
教
也
。
二
に
は
、
傍
に
往
生
浄
土
を
明
教
也
。
始
に
正
往
生
浄
土
を
明
教

と
云
は
、
謂
、
三
経

一
論
也
。
三
経
と
云
は
、

一
に
は

『
元
量
寿
経
』
、

二
に

は

『観
元
量
寿
経
』
、

三
に
は

『阿
弥
陀
経
』
也
。

一
論
と
い
ふ
は
、
天
親
の

『往
生
論
』
こ
れ
也
。
或
は
、
こ
の
三
経
を
さ
し
て
、
浄
土
の
三
部
経
と
号
す

る
也
。
(中
略
)
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
弥
陀
の
三
部
経
と
云
は
、

こ
れ
浄
土
の

正
依
経
也
。

つ
ぎ
に
、

傍
に
往
生
浄
土
を

明
教
と

云
は
、

『華
厳
』
・
『法
華
』
・
『随
求
』
・

『尊
勝』等
も
ろく
の往
生浄
土
を明
諸
経
これ
也。
また
『起
信論
』

・『宝性
論』・『十住此婆
沙
論』・『摂
大乗論
』
等
のも
・ろく
の往
生浄

土
を
明
諸
論
こ
れ
也
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

浄
土
真
宗
の
教
学
を
相
承
す
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
浅

井
了
宗
氏
が
、
『真
宗
聖
教
の
開
版
と

本
願
寺
蔵
板
の
成
立
過
程
』
(
『竜
谷
大
学
論

集
』
三
七
七
号
四

一
頁
)
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
。

真
偽
未
決
の
聖
教
類
の
氾
濫
は
教
学
を
混
乱
せ
し
め
、
安
心
の
相
承
に
異
解
を

生
ぜ
し
め
る
結
果
と
も
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
聖
教
の
選
定
が
、
安
心

・
教
学
の
上
で
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
理

解
出
来
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
重
大
な
事
柄
で
あ
り
な
が
ら
、
浄
土
真

宗
に
お
い
て
、
江
戸
中
期
に
真
玄
の

『真
宗
依
典
籍
』

一
巻
及
び
他
三
巻
が
登
場
す

る
ま
で
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
宗
学
が
、
玉
石
混
肴
の
中

に
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
相
伝
家
の
聖
教
目
録
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
以

下
、
紙
面
の
許
す
限
り
、
年
代
順
に
真
宗
の
聖
教
目
録
類
の
考
察
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
が
生
ま
れ
で
る
そ
の
背
景
を
探
求
し

て
み
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。

第

一
節

　

法
然
の

『選
択
集
』
巻
上

第
二
章

　

聖
教
目
録
の
編
纂
史



と
、
こ
こ
に
法
然
上
人
は
、
浄
土
の
正
教
と
傍
教
を
判
別
し
て
、
正
教
と
し
て

「三

経

一
論
」
説
を
顕
ら
か
に
さ
れ
た
。
更
に
、
「弥
陀
の
三
部
経
と
云
は
、

こ
れ
浄
土

の
正
依
経
也
」
と
述
べ
て
、
そ
こ
に

「正
依
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄

土
真
宗
の
正
し
く
依
ど
こ
ろ
と
す
る
経

・
論
を
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
正
依
の

「
三
経

一
論
」
を
以
っ
て
、
今
ま
で
偶
宗
で
あ
っ
た
浄
土
教
を
聖
道
門

よ
り
独
立
さ
せ
て
、
新
し
く
浄
土
宗
を
開
宗
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
ろ

所
で
、
こ
の
法
然
上
人
が

『選
択
集
』
で
用
い
ら
れ
た

「正

・
傍
」
と

「正
依
」

の
語
が
、
そ
れ
以
降
の
真
宗
の
聖
教
目
録
編
纂
者
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

と
な
る
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
継
承
は
、
や
が
て
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
の

上
で
花
開
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
年
号
と
し
て

「弘
長
三
年
」
と
は
、
親
鸞
聖
人
滅
後
の

そ
の
翌
年

(
こ

一六
三
)
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
蓮
位
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

一
巻

に
つ
い
て
、
江
戸
中
期
の
東
派
の
宗
学
者
、
安
福
寺
先
啓
了
雅

(
一
七
二
〇
?

一
七

九
七
、
七
十
八
歳
没
)
は
、
『浄
土
真
宗
亀
鑑
輯
釈
』

二
巻
を
著
わ
し
、

こ
の
書
中

の
四
十
八
″
条
の
法
語
に
註
釈
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
西
派
の
浄
泉
寺
の
芳
淑

房
履
善

(
一
七
五
四
?
一
八
一
九
、
六
十
六
歳
没
)
が
、
文
化
十
五
年

(
一
八
一
八
)

に
著
わ
し
た

『真
宗
法
要
義
概
』
に
は
、

此
書
の
発
贋

一
巻
を
も
撰
す
。
つ
ぶ
さ
に
彼
に
あ
り
。
望
む
者
、
就
て
披
け
。

こ
の
書
、
厳

(
泰
厳
の

『蔵
外
法
要
荻
麦
私
記
』

一
巻
)
・
撲

(僧
撲
の

『真
宗

法
要
蔵
外
諸
書
管
窺
録
』
一
巻
)
・
諸
公
の
所
覧
に
非
ず
。
典
志
作
芒
一
(玄
智

の

『
三
巻
本
浄
土
真
宗
教
典
志
』
巻
第

一
)
に
の
み
挙
録
す
。
智
公

(玄
智
)

も
真
贋
の
沙
汰
に
は
及
ぱ
れ
ざ
り
き
。
〔
(

　

)
内
は
筆
者
補
記
〕

と
述
べ
て
、
こ
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

一
巻
の
偽
作
説
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

履
善
の
偽
作
説
の
主
張
は
、
以
前
よ
り
の
も
の
で
、
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
に
著

わ
し
た

『真
宗
亀
鑑
発
贋
』

一
巻
で
も
、
そ
の
偽
作
の
論
評
を
す
で
に
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

東
派
の
満
徳
寺
の
妙
音
院
了
祥

(
一
七
八
八
?

一
八
四

一

　

六
十
五
歳
没
)
も
、

『異
義
集

　

自
稿
本
』
第
四
巻
に
こ
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

一
巻
を
写
録
し
て
批
判

を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
書
の
偽
作
の
証
拠
を
、
『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

の
文

中
に
は
、

山
科
興
正
寺
は
、
六
字
の
宝
号
を
本
尊
と
す
。

六
三

親
鸞
聖
人
以
降
の
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て
は
、
蓮
位
房
法
阿
の

『浄
土

真
宗
亀
鑑
』

一
巻
が
、
初
期
の
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
モ

の
聖
教
目
録
の
奥
書
に
は
、

右
此

一
帖
は
、
河
和
田
の
唯
円
房
所
望
、
黙
止
し
が
た
き
に
よ
り
て
、
日
ご
ろ

記
し
置
け
る
法
語
の
中
を
選
出
し
記
し
畢
、
こ
れ
ひ
と

へ
に
真
宗
末
代
の
亀
鑑

な
り
。
深
信
仰
す
ぺ
し
。
必
外
見
あ
る
べ
か
ら
ず
。
弘
長
三
年
四
月
六
日
、
釈

蓮
位
。
(
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
よ
り
所
引
)

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

第
二
節

　

蓮
位
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

一
巻



以
上
を
拝
見
す
る
と
、
『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

は
、
聖
教
目
録
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
あ
る
意
図
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
法
語
の
編
集
も
の
で
、

一
般
的
に
言

う
聖
教
名
の
列
記
す
る
聖
教
目
録
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
法
語
集
と
い
う

べ
き
類
い
の
も
の
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
四

心
専
念
釈
、
⑩
衆
生
称
念
釈
、
⑤
言
南
無
者
釈
、
⑩
生
死
之
家
釈
、
⑩
覚
信

房
了
解
、
⑩
二
菩
薩
引
導
、
⑤
行
状
例
証
、
⑩
恭
敬
教
示
、
⑩
造
寺
意
旨
、

⑩
太
子
安
置
意
、
⑩
本
尊
意
旨
、
酋
弔
亡
者
意
旨
、
匈
受
施
意
旨
、
酋
膀
法

制
誠
、
⑩
偏
執
制
誠
、
⑩
邪
説
制
誠
、
⑩
謬
論
制
誠
、
⑩
放
逸
造
罪
誠
、
⑩

両
舌
妄
語
誠
、
⑩
博
突
双
六
誠
、
⑩
男
女
同
座
誠
、
⑩
魚
鳥
五
辛
誠
、
⑩
酒

狂
制
誠
、
⑩
没
後
念
誦
、
⑩
平
生
勤
修
、
⑩
慈
善
尼
御
忌
、
⑥
元
祖
御
遠
忌
、

図
厳
父
御
遠
忌
、
⑩
厳
母
御
遠
忌
、
⑩
千
部
経
結
願
、
⑩
磯
長
御
夢
想
、
⑩

六
角
堂
夢
想
、
原
蓮
位
房
夢
想
、
⑩
如
来
大
悲
讃
、
是
れ
也
。
宝
暦
十
二
年

壬
午
二
月
。
象
山
禿
氏
先
啓
。
之
を
校
刻
す
る
間
、
私
註
を
加
う
。
題
、
浄

土
真
宗
亀
鑑
輯
釈
と

云
う
。
評
家
の
説
無
し
。

蓋
し
所
覧
に
非
ざ
る
耳
。」

(
『真
宗
全
書
』
巻
七
四
P
213
、
番
号
は
筆
者
付
記
)

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

と
あ
る
が
、
興
正
寺
の
名
は
、
正
中

(正
中
元
年
は
、

一
三
二
四
年
、
親
鸞
聖
人
滅

後
六
十
二
年
目
。
蓮
位
没
後
四
十
六
年
目
、
蓮
位
が
聖
人
滅
後
の
翌
年
に
著
述
し
た

頃
は
、
い
ま
だ
興
正
寺
の
名
が
な
か
っ
た
と
い
う
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
考
証
し

て
、
こ
の
書
は
、
と
て
も
蓮
位
作
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
偽
作

し
た
年
時
も
新
し
き
も
の
と
も
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
よ

り
参
照
す
)

こ
の
蓮
位
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
』

一
巻
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
今
は
調
査
不
足
の

た
め
先
輩
諸
師
の
説
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
そ
れ
で
、
蓮
位
の
聖
教
目
録
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
み
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
に
、
西
派
の
慶
証
寺
の
文
殊
院
玄
智
景
耀

(
一
七
三
四

?

一
七
九
四
、
六
十

一
歳
没
)

が
著
わ
し
た
、
『
三
巻
本

　

浄
土
真
宗
教
典
志
』
第

一
巻
の
中
に
、
先
啓
の

『浄
土
真
宗
亀
鑑
輯
釈
』
が
載
せ
て
あ
り
、
そ
こ
に

『浄
土

真
宗
亀
鑑
』
の
法
語
と
し
て

「几
四
十
八
章
」
の
項
目
名
が
掲
げ
て
あ
る
。
そ
れ
故
、

そ
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
、
大
略
を
見
て
み
よ
う
。

1

　

真
宗
寺
本

『浄
典
目
録
』
の
写
本

親
鸞
聖
人
以
降
に
お
け
る
真
宗
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代
表
作
と
な
る

第
三
節

　

存
覚
の

『浄
典
目
録
』

一
巻

『浄
土
真
宗
亀
鑑
輯
釈
』
二
巻

「巻
尾
の
記
す
所
に
依
る
に
、
弘
長
三
年
四
月
六
日
。
下
間
蓮
位
。
河
和
田

唯
円
の
望
み
に
応
じ
て
、
法
語
を
選
録
す
。
之
に
云
く
。
後
人
称
し
て
真
宗

亀
鑑
と
曰
う
。
所
列
法
語
。
凡
そ
四
十
八
章
。
①
謂

一
向
専
修
訣
。
②
信
心

相
貌
訣
、
③
信

一
念
釈
、
④
行

一
念
釈
、
⑤
信
行
具
足
訣
、
⑥
信
不
離
行
訣
、

⑦
自
力
他
力
訣
、
⑧
信
1　
願
証
文
、
⑨
行
不
離
信
訣
、
⑩

一
念
業
成
釈
、
⑩

称
名
本
願
訣
、
⑩
生
死
無
常
釈
、
⑩
凡
夫
得
生
釈
、
⑩
光
明
名
号
釈
、
⑩

一



の
が
、
存
覚
光
玄

(
一
二
九
〇
?

一
三
七
三
、
八
十
四
歳
没
)
の

『浄
典
目
録
』
で

あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
存
覚
師
の
聖
教
目
録
の
撰
述
年
時
は
、

そ
の
奥
書
に
、

随
二思
出
‘大
概
記
’之

　　

康
安
二
年
壬
寅

　

五
月
二
十
六
日

　

(
『真
宗
全
書
』

巻
七
四

　　　

「思
い
出
す
に
随

っ
て
、
大
概
こ
れ
を
記
す
」)

と
あ
り
、
康
安
二
年

(
一
三
六
二
)
は
、
存
覚
師
が
七
十
三
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

所
で
、
こ
の

『浄
典
目
録
』
の
所
望
者
に
つ
い
て
、
諸
文
献
等
で
は
、
善
如
上
人

の
所
望
に
よ
っ
て
こ
の
聖
教
日
録
を
存
覚
師
が
撰
述
し
た
と
記
し
て
い
る
。
例
え
ば

大
谷
大
学
篇

『真
宗
年
表
』
(昭
和
五
三
年
発
行
)
に
は
、

(康
安
二
年
)
5

・
26

　

存
覚
、
善
如
の
た
め
に

「浄
典
目
録
」

を
編
む
。

(奥
)

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
資
料
に
基
づ
く
も
の

で
あ
ろ
う

か
。
『浄
典
目
録
』

の
写
本
で
あ
る
真
宗
寺
本
、
光
徳
寺
本
、
恵
空
本
、
龍
谷
大
学
本
、
光
善
寺
本
な
ど

に
は
、
次
の
如
く
書
か
れ
て
い
る
。
(
『真
宗
全
書
』
掲
載
の
も
の
を
引
文
す
)

信
貴
鎮
守
講
式
瞰%
幹昭
昭
μ
蒸
9

浄
典
目
録

此
両
帖
上

二
不
‘被
’載
’之
御
忘
却
歎
。
彷
今
載
二加
之
‘

こ
の
よ
う
に
行
の
配
列
が
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「依
俊
玄
律
師

(善
如
上
人
)

所
望
草
之
」
の
文
は
、
前
掲
の

「報
恩
講

　

嘆
徳
文
」
に
か
か
る
註
釈
文
で
あ

っ
て
、

後
掲
の

「随
思
出
大
概
記
之
」
に
か
か
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
、
こ
の

『浄
典
目
録
』
の
所
望
者
を
善
如
上
人
と
す
る
の
は
誤
り
と
見
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
聖
教
目
録
の
中
で
も
代
表
格
的
な
地
位
を
持
つ

『浄
典
目
録
』
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

存
覚
師
の
直
筆
本
が
現
存
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

『浄
典
目
録
』
の
原
本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
そ
の
書
写
本
よ
り

推
測
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
相
伝
家
で
あ
る
真
宗
寺
所
蔵
の
書

写
本
を
も
っ
て

『浄
典
目
録
』
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
真
宗
寺
書
写
本
は
、
存

覚
師
の
末
子
で
、
後
に
木
辺
錦
織
寺
第
五
世
宗
主
と
な

っ
た
、
慈
観
綱
厳

(
一
三
三

四
?

一
四

一
九

　

八
十
六
歳
没
)
の
真
筆
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

現
在
は
真
筆
写
本
と
す
る
判
定
は
差
し
控
え
ら
れ
て
は
い
る
。
い
ま
左
記
に
転
載
す

る
写
本
は
、
光
善
寺
第
十
四
世
達
玄
が
、
堺
の
真
宗
寺
に
て
綱
厳
の

『浄
典
目
録
』

を
も
っ
て
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
(真
宗
寺
書
写
本
と
校
合
す
)

六

五

謝
徳
講
式

依
二荒
木
満
福
寺
住
持
空
逞
総

　

所
望
・草
’
之

報
恩
講

　

嘆
徳
文

依
二俊
玄
律
師
所
望
‘草
’之

随
二思
出
‘大
概
記
y之

康
安
二
年
壬
寅
五
月
二
十
六
日

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



五
会
讃

一
巻

　　

法
照
禅
師
ノ
作

此
師

(
誰
人
ノ
弟
子
卜
云
事
不
分
明
是
ヲ
モ
後
善
導
卜
云

渡
天
シ
テ
清
涼
山
ノ
生
身
ノ
文
珠

・一逢
タ
テ
ヤ
ン
リ
シ
人
ナ
リ

録
―
丈
悶
僧都書添也

　　

全

録
存
覚
上
人
御
作
綱
厳
僧
都
書
添
也

論
ノ
弗
’
モ
云
1
器
?
人t

同
造

同
造

道
棹
禅
師
造
本

(
涅
槃
宗
ナ
リ

驚
師
異
代
ノ
弟
子
ナ
リ

常

二
(
疏
卜
云

六

六

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

道
鏡
善
導
共
集
卜
云
々

迦
才
作

　　

三
論
宗
ノ
人
也

浄
願
寺
恵
遠
造

　

三
論
宗

嘉
祥
寺

　

吉
蔵
造

　

三
論
宗

憬
興
撰

義
寂
撰

　　　　　

天
台
宗

法
位
撰

法
聡
撰

浄
願

　

影
イ

嘉
祥

天
台
大
師

法
聡

法
常

霊
芝

　

元
照
律
師

戒
度
律
師

　

騏
四孟

元
照
律
師

戒
度

　

釈
元
照
義
疏

孤
山
智
円

慈
恩
大
師

第
二
巻
ヨ
リ
第
四
巻
・一
至
ル
マ
テ
(
依
文
ノ
釈
也

経
フ
文
々
句
々
二
釈
ス
ル
也

法
事
讃
上
下
二
巻

往
生
礼
讃

一
巻

般
舟
讃

　

一
巻

已
上
宗
家
善
導
大
師
ノ
釈
五
部
九
巻
也

五
書
九
帖
ト
モ
云
此
中
二
義
四
巻
ヲ
(
大
書
ト
モ
云
也

自
余
ノ
四
部
五
巻
ヲ
(
具
書
卜
云
云
也
大
師

(

緯
公
面
受
ノ
弟
子
ナ
ジ

群
疑
論

　　　

懐
感
禅
師
造

導
師
面

‘a
七
巻

　

受
ノ
弟
子
也

瑞
応
測
伝
一巻
離
昌
貼
ぶ
子称
後善導

已
上
浄
土
宗
五
祖
ノ
釈
也

(外
表
紙
)
浄

　

典

　

目

(内
表
紙
)
浄

　

典

　

目

註
論
上
下
二
巻

略
論

　　

一
巻

安
楽
土
義

一
巻

安
楽
集
上
下
二
巻

観
経
義

　　

四
巻

第

一
玄
義
分

第
二
序
分
義

第
三
定
善
義

第
四
散
善
義

念
仏
鏡

　

一
巻

浄
土
論

　

三
巻

大
経
疏
三
巻
片

同
疏

同
疏
三
巻
彗

同
疏
三
巻
跡

同
疏
上
下
二
巻

同
疏

観
経
疏
三
巻
獣

同
疏

一
巻
埴

同
疏

一
巻

同
疏

一
巻

同
疏

同
疏

正
観
記
上
中
下
三
巻

弥
陀
経
義
疏

一
巻

聞
持
記

同
経
疏

同
経
通
讃



龍
舒
浄
土
文
三
巻

楽
邦
文
類
五
巻

已
上
唐
土

。皿
或
要
集
三
巻

妓
嚇

往
生
十
因

選
択
集

ま

三
部
経
講
釈

教
行
信
証
文
類
六
巻

同
文
類
聚
炒

一
巻

同
文
類
聚
紗

一
巻

弁
述
名
鉢
抄

一
巻

破
邪
顕
正
抄

　　

申
状
三
巻

諸
神
本
懐
集
抄
イ

　

本
末

女
人
往
生
聞
書

一
巻

已
上
依
空
性
了
源
望
草
之

顕
名
抄

一
巻

　　　

本
末

依
了
円
明
光
所
望
草
之

歩
船
抄

　

一
巻

決
智
抄

　

一
巻同

所
望
獣

報
恩
記

　

一
巻

依
同
所
願
空
望
草
之

選
択
註
解
抄
五
巻

依
同
所
光
照
寺
住
持
慶
願
明
尊
草
之

縮
解
記

　

一
巻

　

出
雲
路
所
望

謝
徳
講
式

依
荒
木
満
福
寺
住
持
空
逞
範
盛
大
徳
所
望
草
之

報
恩
講

嘆
徳
文依

俊
玄
律
師
所
望
草
之

随
思
出
大
概
記
之

俗
人
也
王
日
休

六
七

愚
禿
紗
上
下
二
巻

　　

已
上
本
願
寺
`
上
人
御
作

先
師
御
作

報
恩
講
式

口
伝
妙
上
中
下
三
巻

　

四
諏
衣
望
申
為
彼
執
筆

執
持
妙

願

々
妙

最
要
妙

本
願
妙

是
等
者
所
望
之
輩
在
之
時
楚
忽

一
言

被
記
与
之
名
也

和
字
法
語
也

持
名
抄

　

一
巻

浄
土
真
要
抄

一
巻
本
末

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

石
芝
宗
暁

恵
心
先
徳
作
薄
四
鷲
。

禅
林
先
徳
作
器
皿
i

黒
谷
先
徳
御
作
詔

同
上
人
御
作

悶
悶



六

八

e
私
云
首
尾
題
号
及
撰
号

　

e
浄̀

目ヽ
録

原
本
無
今
私
安
之

　　　　

ヽ
典

存

　

覚

　

撰

と
あ
り
、
題
号
と
撰
号
が
原
本
書
写
本
に
な
い
こ
と
を
欄
外
上
の
註
に
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
現
在
、
存
覚
師
の
真
筆
本
が
な
い
た
め
、
題
号
や
撰
号
が
ど
の
よ
う
に

な

っ
て
い
た
の
か
知
る
よ

し
も
な
い
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
存
覚
師
の
聖
教
目
録
を

『浄
典
目
録
』
と
の
題
号
を
つ
け
て
呼
ん
で
く
る
、
最
初
の
聖
教
目
録
は
何
か
と
言

え
ば
、
そ
れ
は
、
相
伝
家
で
あ
る
願
得
寺
第

一
世
実
悟
兼
俊

(
一
四
九
二
?

一
五
八

四
、
九
十
三
歳
没
)
が
、
撰
述
し
た

『
聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
で
あ
る
。
こ
の
巻
末

に
、
「浄
典
目
録

　

ご

と
し
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
奥
書
に
は
、

永
正
十
七
庚
歳

　

無
射
末
三
日
書

　

清
沢
隠
士
桑
門
兼
俊

と
あ
れ
ば
、
実
悟
二
十
九
歳
の
永
正
十
七
年

(
一
五
二
〇
)
九
月
二
十
三
日
に
記
し

た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
年
時
の
記
載
よ
り
、
永
正
時
代
つ
ま
り
室
町
中
期
頃
に
は
、

存
覚
師
の
聖
教
目
録
を

『浄
典
目
録
』
と
呼
び
習
わ
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

所
で
、
こ
の
題
号
の
件
に
つ
い
て
、
い
ま

一
つ
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
相

伝
家
の
光
善
寺
所
蔵
の
聖
教
目
録
類
の
中

に
は
、
『浄
典
目
録
』
の
題
号
で
は
、
記

載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
、
光
善
寺
第
九
世
寂
玄
撰
の
聖
教
目
録

『典
籍
集

　

全
』
に
は
、
存
覚
師
御
作

の
欄
に
は

『浄
土
典
名
紗
』

一
巻
と
出
て
い
る
。

二
、
第
十
世

一
玄
撰
の
聖
教
目
録

『浄
典
目
録

　

全
』

に
は
、
『浄
典
名
録
』

一

巻
と
共
に
別
の
所
に
は

『浄
土
典
名
妙
』

一
巻
の
名
が
出
て
い
て
、
そ
の
撰
述
名
の

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

康
安
二
年
ぴ

愚
作信

貴
鎮
守
講
式

　　　　

鸚
討
詔
賤
麓

浄
典
目
録

法
華
問
答
一帖

鸚
回
悶
罵
~
舅

此
両
帖
上
二
不
被
載
之
御
忘
却
放
但
今
載
加
之

法
語

一
帖

　　

是
(
出
雲
路
契
縁
禅
尼
所
望
丿

六
要
抄

　

八
巻

　

分
為
十
巻

安
政
二
年
六
月
以
摂
召
界
真
宗
寺
所
伝
古
写
本
書
之

後
又
河
州
松
谷
光
徳
寺
所
蔵
以
古
写
本

一
校
早

法
語

　　　　　　　　　　　　　　　　

釈
達
玄
記

2

　

『浄
典
目
録
』
の
題
号

こ
の

『浄
典
目
録
』

と
い
う
題
号
に
つ
い
て
、
山
上
正
尊
氏
は
、
『仏
書
解
説
大

辞
典
』
の
中
で
、

因
み
に
浄
典
目
録
、
或
は
真
宗
正
依
浄
典
目
録
と
題
す
る
は
、
後
人
の
所
案
に

し
て
古
写
本
に
な
し
。
浄
土

(真
宗
)
の
典
籍
目
録
、
或
は
真
宗
の
正
依
た
る

浄
土
典
籍
目
録
の
謂
な
る
べ
し
。

と
述
べ
て
、
題
号
は
不
詳
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『真
宗
全
書
』
登
載
の

『浄
典
目

録
』
に
も



『浄
典
目
録
』
の
構
成

記
述
が
な
い
。

三
、
第
十

一
世
真
玄
撰
の
聖
教
目
録

『真
宗
依
典
籍
』
に
は
、
存
覚
師
作
の
欄
に

『浄
土
典
名
抄
』

一
巻
と
出
て
い
る
。
同
様
に

『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

本
』
の

中
の

「浄
土
真
宗
傍
依
典
籍
」
で
も
存
覚
師
の
欄
に

『浄
土
典
名
抄
』

一
巻
の
名
が

見
え
る
。

以
上
の
光
善
寺
三
師
の
聖
教
目
録
に

は
、
『浄
典
目
録
』

と
い
う
題
号
の
名
が
見

え
ず
、
『浄
土
典
名
妙
』
と
か

『浄
典
名
録
』

の
題
号
と
し
か
出
て
こ
な
い

の
で
あ

る
。
ま
た
、
相
伝
家
の
真
宗
寺
の
聖
教
目
録
も
光
善
寺
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

一
、
真
宗
寺
第
十
六
世
真
覚
撰
の
聖
教
目
録
『浄
土
真
宗
依
典
籍
目
録

　

勘
考
下
』

の
中
の

「浄
土
真
宗
傍
依
典
籍
」
で
は
、
存
覚
師
の
欄
に

『浄
土
典
名
妙
』

一
巻
と

あ
る
。

二
、
第
十
七
世
真
昭
撰
の
聖
教
目
録

『当
流
聖
教
目
録
之
事
』
(『安
永
勘
進
』)

に
は
、
存
覚
師
の
欄
に

『浄
土
典
名
抄
』

一
巻
と
あ
る
。

ま
た
、
相
伝
家
で
あ
っ
た
性
応
寺
第
七
世
了
尊
の
子
息

一
雄
が
撰
述
し
た
聖
教
目

録

『真
宗
正
依
典
籍
槃
』
に
も
存
覚
師
の
欄
に
は

『浄
典
目
録
』
の
題
号
は
な
く
、

『浄
典
名
録
』

一
巻
の
名
の
み
し
か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

存
覚
師
の
聖
教
目
録
の
題
号
に
は

三
種
あ

っ
て
、

一
、
『浄
典
目
録
』
、
二
、
『浄
典
名
録
』
、
三
、
『浄
土
典
名
紗
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、

二
と
三
の
呼
び
名
は
、
特
に
江
戸
期
以
降
の
相
伝
家
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
題
号
と

言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

3

「Ⅲ
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

一
般
的
な
聖
教
目
録
の
構
成
は
、

一
、
経
典
部
。
二
、
論
部
。
三
、
釈
部
。
四
、

史
伝
部
。
五
、
儀
式
声
明
部
。
六
、
目
録
部
。
と
六
種
程
に
配
分
す
る
こ
と
が
出
来

よ
う
。
し
か
し
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
の
構
成
は
、

一
応
は

一
般
的
な
分
類
法
に

準
じ
な
が
ら
も
、
相
伝
家
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

一
、
経
典
部
に
関
し
て
は

「依
法

不
依
人
」
の
教
相
を
用
い
、

二
~
六
ま
で
の
部
は
、
「因
人
重
法
故
」

の
教
相
を
守

る
立
場
で
、
目
録
の
編
纂
が
成
さ
れ
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
視
点
よ
り

真
宗
の
聖
教
目
録
の
構
成
図
を
描
く
な
ら
ば
、

一
、
経
典
部

　

浄
土
三
部
経

二
、
論
釈
部

　

七
祖
聖
教

三
、
教
相
部

　

宗
祖
撰
述

四
、
口
伝
部

　

列
祖
等
撰
述

五
、
史
伝
部

　

末
徒
記
録

と
い
う
具
合
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
上
記
の
聖
教
目
録
の
構
成
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
存
覚
師
の

『浄
典
目

録
』
の
構
成
を
考
察
し
て
い
こ
う
。
そ
こ
で
、
い
ま
こ
の
論
を
推
め
る
に
あ
た
り
、

異
本
の

『浄
典
目
録
』
写
本
等
も
あ
る
た
め
、

一
応
、
底
本
を

『真
宗
全
書
』
巻
七

四

(凡
例
、
「『浄
典
目
録
』
は
、
仏
教
大
学
所
蔵
の
古
写
本
を
底
本
と
し
、
大
谷
大

学
所
蔵
堺
真
宗
寺
本
影
写
を
以
て
之
を
校
し
其
校
異
を
冠
頭
に
掲
け
り
」)
と
定
め

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

六
九



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

七
〇

存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
は
、
ま
ず
曇
鸞
の

『浄
土
論
註
』
よ
り
書
き
始
め
ら
れ

　　

典
目
録
』
の
系
統
に
直
接
属
し
な
い
も
の
は
そ
の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
と
す
る
。

て
い
る

(前
六
六
頁
参
照
)
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
で
あ

　　　

甲

　

群

「
三
経

一
論
」
の
記
載
な
き
も
の

る
か
ら
、
浄
土
三
部
経
と
浄
土
論
の
い
わ
ゆ
る

「三
経

一
論
」
の
掲
載
が
巻
頭
に
あ

　　　　

一
、
『浄
典
目
録
』
仏
教
大
学
蔵
本

(現
龍
谷
大
学
蔵
本
)

つ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
そ
う
な

っ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て

　　　　

二
、
『浄
典
目
録
』
綱
厳
書
写
真
宗
寺
本

で
あ
ろ
う
か
。
全
く
、
経
典
部
の
欠
落
を
も
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ

　　　　

三
、
『浄
典
目
録
』
光
徳
寺
本

の
件
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
恐
ら
く
、
存
覚
師
は
、
す
で
に
法
然
上
人
が
浄
土

　　　　

四
。
『聖
教
目
録
聞
書
』

　　　　　　　　　　　　　

実
悟
撰

真
宗
の
聖
教
と
し
て

『選
択
集
』
に

「
三
経

一
論
」
を
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
末
学
の

　　　　

五
、
『浄
典
目
録
』
恵
空
書
写
本

　　　　　　　　　

恵
山
筆

浄
土
教
徒
に
と
っ
て
は
自
明
の
こ
と
故
、
「三
経

一
論
」

は
元
祖
の

『選
択
集
』
に

　　　　

六
、
『真
宗
録
外
聖
教
目
録
』

　　　　　　　　　　　

知
空
撰

委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
ら
は
、
中
国
の

「浄
土
宗
五
祖
」

　　　　

七
、
『
月
笙
聖
教
目
録
』

　　　　　　　　　　　　　

月
笙
撰

及
び
浄
土
教
系
の
註
釈
家
を
は
じ
め
、
日
本
の
浄
土
教
系
三
祖
、
並
び
に
宗
祖
や
覚

　　　　

八
、
『浄
典
目
録
』
四
競
皿
皿
訓
四
也

　

全

　　　　　

達
玄
筆

如
上
人
の
撰
述
部
と
と
も
に
、
自
ら
の
著
述
等
を
順
を
追

っ
て
列
挙
す
る
こ
と
を
も

　　　

乙

　

群

「
三
経

一
論
」
の
記
載
あ
る
も
の

っ
て
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
な
る
も
の
と
し
て

『浄
典
目
録
』
を
編
纂
し
た
の
で

　　　　

一
、
『真
宗
正
依
典
籍
集
』

　　　　　　　　　　　　

一
雄
撰

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
か
く
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
、
『典
籍
集

　

仝
』

　　　　　　　　　　　　　　

寂
玄
撰

こ
の
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
が
採

っ
た

「三
経

一
論
」
の
省
略
は
、
そ
れ
以
降

　　　　

三
、
『浄
典
目
録

　

全
』

　　　　　　　　　　　　　　

一
玄
撰

の
真
宗
の
聖
教
目
録
編
纂
の
上
で
、
あ
る
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　　　

四
、
『真
宗
依
典
籍
』

　　　　　　　　　　　　　　

真
玄
撰

な
ぜ
な
ら
、
性
応
寺

一
雄
が
聖
教
目
録
編
纂
の
上
で
、
『浄
典
目
録
』

に

「三
経

一

　　　　

五
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

本
末

・
補
記
』

　　　

真
玄
撰

論
」
を
増
加
す
る
ま
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
真
宗
の
聖
教
目
録
中
に
全
く
経
典
名
を
見

　　　　

六
、
『浄
土
真
宗
依
典
籍
目
録

　

勘
考
上
下
』

　　　　　

真
覚
撰

い
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
が
原
因
で
あ
る
の
か
、

　　　　

七
、
『当
流
聖
教
目
録
之
事
』

　　　　　　　　　　　

真
昭
撰

真
宗
の
聖
教
目
録
類
の
中
で
、

「三
経

一
論
」
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
、

な
い
も
の

　　　　

八
、
『浄
土
真
宗
書
目
』

　　　　　　　　　　　　　

恵
林
撰

と
の
二
種
類
の
系
統
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
記
載
の
有
無
に
っ

　　　　

九
、
『匹
社
正
依
経
論
釈
渇
讃
法
語
目
録
』

　　　　　　

随
恵
撰

い
て
聖
教
目
録
類
を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。
た
だ
し
、
存
覚
師
の

『浄

　　　　

十
、
『浄
典
目
録

　

全
』

　　　　　　　　　　　　　

歌
苑
撰



の
配
列
に
よ
っ
て
、
こ
の

『浄
典
目
録
』

一
巻
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
更
に
そ
の

内
訳
け
を
左
記
に
示
す
と
、

一
、
七
祖
の
う
ち
中
国
篇
三
祖
の
も
の

曇
鸞
大
師―
三部
四巻
。
道棹
禅
師-
一部
二巻
。
善
導
大
師

-
五部九巻。
…………以
上九部十
五巻

二
、
中
国
浄
土
教
諸
師
の
も
の
…
…
…
…
一
一十
四
部
四
十
九
巻

三
、
七
祖
の
う
ち
日
本
篇
二
祖
の
も
の

源
信僧
都1
一部
三巻。源空
上人-
二部
二巻
…………以
上

三
部
五
巻

四
、
日
本
浄
土
教
諸
師
の
も
の
…
…
…
…

一
部

一
巻

(
以
上
、
三
十
七
部
七
十
巻
)

五
、
祖
師
親
鸞
聖
人
著
述
の
も
の
…
…
…
…
一一一部
九
巻

六
、
列
祖
二
師
著
述
の
も
の

覚如
上人I
六部
八巻。存
覚師-
十
四部
二十巻
…………以

上
二
十
部
二
十
八
巻

(以
上
、
二
十
三
部
三
十
七
巻
)

七
、
追
加
と
し
て
存
覚
師
著
述
の
も
の
…
…
…
…
五
部
十
二
巻

(以
上
、
総
六
十
五
部

一
一
九
巻
)

存
覚
師
は
、
右
の
I
~
六
ま
で
の
六
十
部

一
〇
七
巻
を

「思
い
出
す
に
随

っ
て
、

大
概
こ
れ
を
記
」
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
追
加
篇
と
し
て
五
部
十
二
巻
を

加
え
て
、
総
巻
数
六
十
五
部

一
一
九
巻
の
聖
教
類
列
挙
に
よ
り
、
こ
の
『浄
典
目
録
』

七

一

甲
群
の

「
三
経

一
論
」
の
記
載
な
き
も
の
は
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
の
形
態

を
継
承
し
て
い
る
故
に
、
こ
れ
ら
を

「存
覚

『浄
典
目
録
』
継
承
系
統
本
」
と
名
づ

け
、
そ
れ
に
対
し
、
乙
群
の

「三
経

一
論
」
の
記
載
あ
る
も
の
は
、
存
覚
師
の

『浄

典
目
録
』
の
形
態
を
踏
襲
し
て
い
な
い
非
継
承
系
統
の
本
で
、
む
し
ろ
性
応
寺

一
雄

の
聖
教
目
録
に
順
じ
て
い
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
を

「存
覚

『浄
典
目
録
』

一
雄
系
統

本
』
と
名
づ
け
れ
ば
、
聖
教
目
録
類
を
系
統
的
に
分
類
す
る
大
き
な
目
安
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
を
基
礎
と
し
て
撰
述
あ
る
い
は
書

写
し
た
聖
教
目
録
類
に
二
系
統
が
あ
っ
て
、

甲
群
は
、
『浄
典
目
録
』

の
原
形
を
保

持
し
た

「継
承
系
統
本
」
で
あ
り
、

乙
群
は
、
『浄
典
目
録
』

に

「
三
経

一
論
」
の

増
補
を
加
え
た

「
一
雄
系
統
本
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
更
に
こ
れ
ら
聖
教
目
録
類
を
詳
密
に
研
究
を
重
ね
れ
ば
、
目
録
類
の
縦
割

り
の
歴
史
的
系
統
図
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
『浄
典
目
録
』
の
原
初
本
な
る
も
の
は
、

一
、
存
覚
師
真
筆
本
と
二
、
綱

厳
真
筆
書
写
本
と
の
こ
の
二
本
に
摂
ま
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(現
在
、

一
は
不
明

・
二
は
不
詳
で
あ
る
。)

4

　

『浄
典
目
録
』
の
聖
教
列
挙
部
数

『浄
典
目
録
』
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
の
聖
教
部
数
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

『真
宗
全
書
』
書
写
本
を
基
準
に
し
て
窺
う
と
、
浄
土
典
籍
が
、
本
篇
に
は
六
十
部

の
列
挙
が
あ
り
、
追
加
篇
に
は
五
部
の
列
挙
が
あ

っ
て
、
都
合
六
十
五
部
の
聖
教
類

『
相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



七
二

詳
?

一
三
五
二
)
か
ら
存
覚
師
は
そ
の
後
継
に
推
さ
れ
た
が
、
固
辞
し
て
替
わ
り
に

末
子
綱
厳
を
錦
織
寺
に
入
寺
さ
せ
た
。
そ
の
後
綱
厳
は
、
慈
空
の
後
を
う
け
て
錦
織

寺
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
後
世
、
慈
観
綱
厳
を
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

錦
織
寺
の
法
脈
系
統
は
、

(親
鸞
)
―
性
信
-
願
性
-
善
明
-
愚
咄
-
慈
空
-

(慈
観
)

　

(北
西
弘

『真

宗
史
概
説
』
P
105
)

で
あ
る
。

綱
厳
は
、
貞
治
二
年

(
こ
一六
三
)
三
月
十
五
日
、
存
覚
師
よ
り
『六
要
妙
』
の

書
写
を
許
さ
れ
、
永
徳
三
年

(
一
三
八
三
)
十

一
月
二
十
八
日
に

『宗
門
血
脈
譜
』

(
『浄
土
宗

一
流
血
脈
譜
系
』
)
を
著
わ
し
、
明
徳
三
年

(
一
三
九
二
)
五
月
十
六
日

に
は
、
『六
要
妙
』
を
本
願
寺
第
三
世
善
如
上
人
に
相
伝
す
る
。
以
上
が
、
綱
厳
の

略
歴
で
あ
る
。

さ
て
、
綱
厳
は
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
を
書
写
し
た
こ
と
が
、
堺
の
真
宗
寺

に
伝
わ
る
綱
厳

『浄
典
目
録
』
書
写
本
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
宗
寺
所

蔵
の
も
の
が
、
綱
厳
の
真
筆
本
か
ど
う
か
は
、
本
願
寺
派
宗
学
院
編

『心
匹

真
宗
聖

教
現
存
目
録
』
の
真
宗
寺
所
蔵
の
項
に
は

(P
152
)

①
南
北
朝

　

伝
綱
厳

(中
略
)
⑥
浄
典
目
録

(別
筆
)
⑩
表
紙
裏
左
上
に
左
の

貼
紙
あ
り

浄
典
目
録

　　

常
楽
台
主
御
作

綱
厳
僧
都
御
筆

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

が
撰
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
追
加
篇
は
、
後
人
書
き
加
え
と
い
う
説
も
あ
る
。

山
上
正
尊
氏
は
、
『仏
教
解
説
大
辞
典
』
で
、

更
に
巻
尾
に
五
部
を
追
記
せ
る
は
、
恐
ら
く
後
人
が
師

(存
覚
師
)
の
自
筆
本

よ
り
伝
写
せ
る
際
か
、
若
く
ば
そ
れ
以
後
、
之
を
漏
ら
せ
る
師
の
製
作
を
廃
忘

(
合
か
)
に
添
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
後
人
追
加
説
の
正
否
の
論
究
は
、
い
ま
は
省
略
す
る
。

こ
の
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
が
、
真
宗
に
お
け
る
聖
教
目
録
の
一
つ
の
基
盤
と

な
っ
て
、
そ
れ
以
降
新
た
に
聖
教
目
録
が
、
編
纂
さ
れ
た
り
、
書
写
さ
れ
た
り
し
て

い
き
、
や
が
て
江
戸
中
期
に
入
っ
て
数

々
の
聖
教
目
録
が
輩
出
し
て
く
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

第
四
節

　

綱
厳
の

『浄
典
目
録
』
書
写
本

時
、
木
辺
錦
織
寺
慈
空
が
寂
し
た
の
で
、
錦
織
寺
留
守
職
の
近
江
弘
誓
寺
愚
咄

(
不

　　

と
あ
り
、
そ
こ
に
は

「伝
綱
厳
」
と
し
て
真
筆
本
へ
の
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。

慈
観
綱
厳

(
一
三
三
四
?

一
四

一
九
、
八
十
六
歳
没
)
と
は
、
幼
名
光
威
丸
と
い

い
、
存
覚
師
の
第
七
子
に
あ
た
り
、
建
武
元
年

(
一
三
三
四
、
父
存
覚
四
十
五
歳
)

二
月
七
日
に
生
ま
れ
る
。
康
永
二
年

(
一
三
四
三
)
九
月
、
十
歳
の
時
に
随
心
院
経

厳
の
門
に
入
り
、
広
橋
大
納
言
兼
綱
を
養
父
と
し
て
、
十
月
十
七
日
得
度
し
、
名
を

兼
綱

・
経
厳
の
二
師
よ
り

一
字
づ
つ
取
り
綱
厳
と
し
た
。
そ
の
後
東
大
寺
に
入
り
修

学
し
て
、
次
い
で
青
蓮
院
の
門
侶
と
な
り
、
法
印
権
大
僧
都
に
進
む
。
ま
た
父
存
覚

師
に
就
い
て
真
宗
を
学
ぶ
。
観
応
二
年

(
一
三
五

一
)
七
月
七
日
、
綱
厳
十
八
歳
の



②
「光善
寺
写本」1
浄
典
目録

　

存
覚
上
人
J
P
僧
都
書
添
也

　

全

こ
の
二
本
を
見
較
べ
る
と
、
①
真
宗
寺
写
本
は
外
表
紙
に

『浄
典
目
録
』
と
あ
り
、

内
表
紙
に
は
、
題
号
、
撰
号
、
筆
写
名
の
三
行
が
貼
紙
に
て
書
か
れ
て
い
る
。
②
光

善
寺
写
本
は
、
そ
の
三
つ
が
外
表
紙
と
内
表
紙
に

一
行
で
書
か
れ
て
い
る
。
(九
四
頁

参
照
)
。

ま
た
、

真
宗
寺
写
本
で
は

「常
楽
台
主
御
作
」
と
撰
号
が
書
か
れ
て
い
る

が
、
存
覚
作
を

「常
楽
台
主
御
作
」
と
記
す
る
は
余
り
例
が
な
い
。
願
泉
寺
所
蔵
の

『歎
徳
文
』
の
奥
書
に

「常
楽
台
主
釈
存
覚
七
十
六
歳
」
と
あ
る
な
ど
三
、
四
例
し

か
な
い
使
い
方
で
あ
る
。
大
体
は
、
光
善
寺
写
本
の
ご
と
く

「存
覚
上
人
御
作
」
と

な
っ
て
い
る
。
次
に
、
真
宗
寺
写
本
で
は
、
筆
写
名
を

「綱
厳
僧
都
御
筆
」
と
あ
り
、

も
し
綱
厳
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
れ
ば

「御
筆
」
と
は
書
か
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
貼
紙
の
文
字
は
、
後
人
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
所
が
、
光
善
寺
写
本
で
は

「綱

厳
僧
都
書
添
也

　

全
」
と
あ
り
、
こ
の
文
面
だ
と
綱
厳
自
身
の
可
能
性
も
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、

後
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

「存
覚
上
人
御
作
」
と
同
様
に

「綱
厳

僧
都
御
書
添
也
」
と

「御
」
の
一
字
を
付
加
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
た
だ
し
光
善
寺
写
本
の
み
に
あ
る
外
表
紙
の

「全
」
の
一
字
は
、
こ
れ
は
寂

玄
、

一
玄
の
父
祖
の
聖
教
目
録
の
題
号
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
五
八
頁
参
照
)

江
戸
末
期
に
達
玄
が
、
真
宗
寺
本
を
書
写
し
だ
の
が
今
の
光
善
寺
写
本
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

達
玄
が
書
写
し
た
折
り
に
、
右
の
貼
紙
が
真
宗
寺
本
に
付
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
達

玄
も
同
様
に
そ
の
貼
紙
を
書
写
し
た
筈
に
違
い
な
い
。
達
玄
が
書
写
し
た
も
の
が
こ

れ
真
宗
寺
本
と
は
別
本

(綱
厳
真
筆
本
以
外
の
写
本
)
で
あ

っ
た
な
ら
、
何
も
現
存

七
三

で
は
、
綱
厳
が
、
い
つ
頃
父
存
覚
師
よ
り

『浄
典
目
録
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
常
楽
寺
第
十
三
世
寂
恵
昭
意

(
二
〈
五
三
?

一
七
五
二

　

百
歳
没
)
の

『鑑
古
録
』

巻
下

(
『真
宗
全
書
』

巻
六

八

　

P

380
)

に
、

同
年

(延
文
五
年
)
存
師

　

教
行
信
証
の
註
釈
を
製
作
し
た
ま
ふ
。
六
要
炒
と

号
す
。
錦
織
寺
慈
観
僧
都
に
附
属
し
た
ま
へ
り
。
そ
の
跳
書
に
云
く
。

此
御
妙
者
、
列
祖
相
承
之
要
領
。

聖
人
領
解
之
己
証
也
。
(中
略
)

延
文

五
庚
子
年
八
月

一
日
、
常
楽
台
主
存
覚

　

七
心

　　

又
日
、
此
妙

一
部
、
禿

筆
草
本
を
以
て
、
綱
厳
大
僧
都
、
安
置
と
為
す
。
錦
織
寺
書
き
置
く
所
也
。

(中
略
)
貞
治
二
♂
年
三
月
二
十
五
日

　

老
納
光
玄

　

詐

と
あ
り
、
存
覚
光
玄
師
は
、
延
文
五
年

(
一
三
六
〇
)
に

『
六
要
紗
』
を
著
わ
し
、

貞
治
二
年

(
一
三
六
三
)
の
折
り
、
子
息
綱
厳
に
そ
の
書
写
を
許
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
前
年
の
康
安
二
年

(
一
三
六
二
)
に
す
で
に

『浄
典
目
録
』
を
撰
述
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
綱
厳
の

『浄
典
目
録
』
書
写
は
、
貞
治
二
年
の

『六
要
紗
』

書
写
に
そ
う
離
れ
な
い
頃
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

所
で
、
現
存
の

「伝
綱
政
」
筆
と
伝
え
ら
れ
る
真
宗
寺
写
本
と
、
光
善
寺
迫
玄
が

真
宗
寺
本
を
書
写
し
た
光
善
寺
写
本
と
の
間
に
、
題
号
の
下
に
書
か
れ
た
撰
号
や
筆

写
名
に
つ
い
て
、
多
少
の
相
違
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
、

①
「真
宗
寺写
本」―
浄
典
目録

常
楽
台
主
御
作

綱
厳
僧
都
御
筆

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



第
五
節

　

明
了
の

『仮
名
聖
教
』
二
十
四
部
と
顕
恵
の

『仮
名
聖

教
』
数
部

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

の
真
宗
寺
写
本
に
あ
え
て
貼
紙
な
ど
す
る
必
要
も
な
く
、
直
接
に
内
表
紙
に
書
け
ば

よ
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
見
て
く
る
と
、
次
の
如
く
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
れ
は
、
達
玄
が
、
真
宗
寺
本
を
書
写
し
た
時
に
は
、
外
表
紙
の
題
笥
に
は

「浄
典

目
録

　

存
覚
上
人
御
作

　

綱
厳
僧
都
書
添
也
」
と
確
か
に
書
か
れ
て
い
た
の
が
、
モ

の
後
、
い
づ
れ
の
時
に
か
表
紙
の
書
き
題
笥
の
剥
落
に
よ
っ
て
、
後
人
が
、
外
表
紙

に
直
に

「浄
典
目
録
」
と
記
し
、
内
表
紙
に
は
伝
聞
に
も
と
づ
き

「浄
典
目
録

　

常

楽
台
主
御
作

　

綱
厳
僧
都
御
筆
」
と
別
紙
に
書
き
改
め
て
貼
付
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
推
測
が
成
り
立
つ
な
ら
、
達
玄
の
光
善
寺
写
本
に
あ
る
外

・
内
表
紙
の
記
述

の
方
が
、
原
本
の
形
式
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
光
善
寺
写
本
が
示
す

「綱
厳
僧
都
書
添
也
」
の

「書
添
」
と
は
い
か

な
る
意
味
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

七
四

に
用
い
た
光
徳
寺
本
や
他
の
写
本
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
を
途
中
書
き
漏
ら
し

た
の
で
、
参
考
ま
で
に
付
け
足
し
て
お
く
。

た
。

二
、
『浄
典
目
録
』
の
本
篇
ま
で
は
存
覚
師
の
撰
述
に
よ
っ
た
も
の
で
、
追
加
篇

五
部
を
綱
厳
が

「書
添
」
え
た
。

し
か
し
こ
の

「書
添
」
の
部
分
が
、
実
際
ど
れ
に
あ
た
る
か
は
、
存
覚
師
の
真
筆

本
、
乃
至
そ
の
原
形
を
保

つ
写
本
が
出
現
し
な
い
限
り
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
上
記
の
論
述
に
て
、
存
覚
師
の
撰
号
と
綱
厳
の
筆
写
名
の
記
載
が
あ
る
も

の
は
、
真
宗
寺
写
本
と
光
善
寺
写
本
の
二
本
の
み
で
、
達
玄
が
光
善
寺
写
本
の
校
合

一
、
『浄
典
目
録
』

の
本
文
中
に
あ
る
詞
書
き
の
部
分
を
、
綱
厳
が

「書
添
」
え

1

　

明
了
の

『仮
名
聖
教
』
二
十
四
部

存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
聖
教
目
録
と
し
て
古
い
も
の
は
、

永
正
十
六
年

(
一
五

一
九
)
の
年
号
を
も
つ
明
了
の

『仮
名
聖
教
』
二
十
四
部
と
、

顕
恵
の

『仮
名
聖
教
』

数
部
と
が
あ
る
こ
と
を
、

山
上
正
尊
氏
は
、
『真
宗

々
典
編

纂
史
』
下

(P
33
)
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
ば
此
期

(永
正
頃

一
五
〇
〇
年
代
)
の
聖
教
蒐
集
に
関
し
て
、
極
め
て
眼

福
少
く
、
他
に
も
種
々
あ
る
べ
き
こ
と
な
が
ら
、
予
の
披
覧
し
た
も
の
と
し
て

は
、
「端
ノ
坊
旧
蔵
本
」
に
て
明
了
の
所
持
若
く
ば
、

所
写
の

「仮
名
聖
教
二

十
四
部
」
大
谷
大
学
図
書
館
蔵

　

と

「常
楽
寺
旧
蔵
本
」
に
て
顕
恵
所
持
若
く

ぱ
、
所
写
の

「仮
名
聖
教
数
部
」
竜
谷
大
学
図
書
館
蔵

　

と
で
何
れ
も
室
町
中

末
期
に
属
す
る
も
の

　

例
せ
ば
前
者

(常
楽
寺
本
)
の
う
ち

「歎
異
抄
」

一
本

に

「永
正
ウ
ノ
ト
シ
十
二
月
十
二
日
」
と
記
し
て
あ
る
。
が
現
存
す
る
の
で
、

当
時
の
衆
徒
も
蒐
輯
に
は
努
め
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
得
る
と
思
ふ
。

こ
こ
に
、
明
了
の

『仮
名
聖
教
』

二
十
四
部
の
一
つ

『歎
異
抄
』
に
、
「永
正
十
六

ウ
シ
ノ
ト
シ
」
の
書
写
年
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
名
な

『歎



そ
れ
で
、
い
ま
大
谷
大
学
所
蔵
の
端
坊
古
写
本
を
『勁

真
宗
聖
教
現
存
目
録
』

よ
り
拾
い
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

大
谷
大
学
所
蔵

　　

端
坊
古
写
本

215

『
一
念
多
念
分
別
事
』

一
巻

　　

216

『後
世
物
語
』

一
巻

218

『教
行
信
証
』
化
土
巻
末

一
巻
(延
文
五
年
釈
覚
念

　

応
安
二
年
沙
門
尊
理
)

222

『文
類
聚
妙
』

一
巻

　　　　　

230

『尊
号
真
像
銘
文
』

一
巻

232

『歎
異
妙
』

一
巻

(永
正
十
六
)
233

『歎
異
炒
』

一
巻

234

『安
心
決
定
紗
』
二
巻

　　　　

236

『
口
伝
炒
』
三
巻

(表
紙
釈
明
善
)

238

『執
持
紗
』

一
巻

(嘉
暦
元
歳
道
琳
)
239

『最
要
紗
』

一
巻
(表
紙
釈
明
了
)

240

『肝
要
記
』

一
巻

　　　　　　

241

『最
須
敬
重
絵
詞
』
四
巻

242

『浄
土
真
要
妙
』
二
巻

　　　　

243

『持
名
紗
』
二
巻

244

『持
名
妙
』
末

　

一
巻

　　　　

246

『破
邪
顕
正
紗
』

一
巻

(
表
紙
釈
明
了

奥
書
釈
乗
鎮
)
(漢
文
)

　　　　

247

『破
邪
顕
正
妙
』
三
巻

(釈
了
源
)

249

『歩
船
妙
』
二
巻

(永
正
十
六
年
)
250

『顕
名
妙
』
本

一
巻
(
表
紙
釈
明
了
)

251

『縦
解
記
』

一
巻

(表
紙
釈
浄
口
)
257

『御
俗
姓
』

一
巻

(
文
明
十

一
年
)

258

『真
宗
用
意
』

一
巻

　　　　　

261

『
一
宗
意
得
之
事
』

一
巻

262

『愚
鑑
妙
』

一
巻

こ
の
本
に
よ
る
と
、
端
坊
古
写
本
は
、
二
十
五
部
あ
り
、
明
了
の
記
名
本
は
三
部
と

な

っ
て
い
る
。
山
上
氏
が
指
摘
す
る
明
了
の

『仮
名
聖
教
』
二
十
四
部
と
は
、
こ
れ

ら
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
の
中
に
漢
文
の

『教
行
信
証
』
・
『文
類
聚
妙
』

・
『破
邪
顕
正
紗
』
(漢
文
)
と
の
三
部
が
あ
り
、
仮
名
聖
教
は
二
十
二
部
し
か
な
い

七
五

異
抄
』
の
写
本

『永
正
本
』
(
『端
ノ
坊
本
』
と
も
)
の
こ
と
で
、
こ
の
書
写
年
号
を

も

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
屋
頼
俊
氏
の

『歎
異
抄
新
註
』
解
題

(P

12
)

に
は
、

本
文
の
終
り
の
綴
目
に
小
さ
く

『永
正
十
六
ウ
ノ
ト
シ
十
二
月
十
三
日
』
と
あ

る
。
本
書
を
写
し
た
年
月
日
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依

っ
て
永
正
本
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
即
ち
永
正
本
は
右
の
蓮
如
上
人
本
よ
り
約
四
十
年
後
に
写
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
未
詳
。

と
あ
る
。
明
了
と
名
告
る
人
物
は
、
四
、
五
人
い
て
西
念
寺
明
了

・
延
寿
寺
月
感
明

了

・
長
泉
寺
明
了

・
高
田
派
真
台
寺
猛
火
明
了
で
、
も
う

一
人
端
坊
に
明
了
と
名
告

る
人
物
が
い
た
と
推
測
し
た
い
。

も
し
、

明
了
と
名
告
る
人
が
、
「永
正
十
六
」
年

に
こ
の

『散
異
抄
』
を
書
写
し
た
本
人
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
当
時
生
存
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
は
西
念
寺
明
了
と
未
確
認
の
端
坊
明
了
と
で
あ
る
。
西
念

寺
明
了
は
、
第
八
世
蓮
如
上
人
の
教
化
を
う
け
た
中
村
源
六
郎
入
道
益
慶
道
徳
と
い

う

『御

一
代
記
聞
書
』
な
ど
で
有
名
な
道
徳
の
息
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
念
寺
明

了
と
端
坊
と
の
関
係
も
不
詳
で
あ
り
、
端
坊
明
了
と
同

一
人
物
な
る
か
も
不
明
で
あ

る
の
で
、
敢
え
て
、
端
坊
明
了
な
る
人
物
の
存
在
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
金
子
大

栄
氏
は

『歎
異
抄
』
(岩
波
文
庫
P
25
)
の
中
で
、

端
の
坊
は
京
都
六
条
辺
に
あ

っ
た
寺
で
、
室
町
中
期
頃
か
ら
記
録
に
見
え
る
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
詳
か
で
な
い
。
こ
の
端
の
坊
所
蔵
の
古
写
本
は
近
年
大

谷
大
学
に
数
本
蒐
集
さ
れ
、
そ
の
中
に
こ
の

(歎
異
)
抄
が
二
本
あ
る
。

と
、
端
坊
や
古
写
本
の
概
況
を
伝
え
て
い
る
。

『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



2

　

顕
恵
の

『仮
名
聖
教
』
数
部

次
に
、
顕
恵
の

『仮
名
聖
教
』

数
部
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

山
上
氏
は
、
「何
れ

も
室
町
中
末
期
に
属
す
る
」
と
だ
け
記
し
て
、
顕
恵
や
聖
教
類
の
詳
細
に
は
触
れ
て

い
な
い
。

顕
恵
は
、
常
楽
寺
第
九
世
佐
恵

(
一
五
五
〇
?

一
六
〇
三
、
五
十
四
歳
没
)
の
こ

と
で
あ
る
。
『続
真
宗
大
系
』
巻
十
六

(P
169
)
に
は
、

佐
恵

(法
名
顕
意

〔恵
〕
、
法
印
権
大
僧
都
、

常
楽
寺

　

本
廟
分
派
之
時
属
西

派
、
慶
長
八

　

四
月
八
日
卒

　

五
十
四
)

と
あ
り
、
顕
恵
の
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
詳
で
あ
る
。

聖
教
類
に
つ
い
て
は
、
『4　
4　

匹
樗

　

真
宗
聖
教
現
存
目
録
』
に
は
、
竜
谷
大
学
所
蔵
と

し
て
、
次
の
六
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

龍
谷
大
学
所
蔵

　　

常
楽
寺
古
写
本

(顕
恵
)

36

『尊
号
真
像
銘
文
』

一
巻

(表
紙

　

釈
顕
恵
)

38

『
一
念
多
念
証
文
』

一
巻

(表
紙

　

釈
顕
恵
)

69

『顕
名
妙
』
(末
)

一
巻

　

(表
紙

　

釈
顕
恵
)

72

『存
覚
法
語
』

一
巻

　　

(表
紙

　

釈
顕
恵
)

74

『選
択
註
解
妙
』
五
巻

　

(表
紙

　

釈
顕
恵
)

七
六

96

『弥
陀
経
義
集
』

一
巻

　

(表
紙

　

釈
学
念

　

顕
恵
手
沢
本
)

こ
の
聖
教
類
が
、
山
上
氏
の
言
う
顕
恵
の

『仮
名
聖
教
』
数
部
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
本
願
寺
所
蔵
と
し
て
、
顕
恵
の
記
名
を
載
せ
る
聖
教

一
部
が

あ
る
。
即
ち

『法
華
問
答
』

一
巻

(表
紙

　

釈
祐
玄

　

釈
顕
恵
)

し
か
し
、
こ
の
顕
恵
の

『仮
名
聖
教
』
数
部
も
、
先
の
明
了
と
同
様
に
、
聖
教
名

を
列
挙
す
る
と
い
う
目
録
で
は
な
く
、
仮
名
聖
教
の
蒐
集
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

こ
と

に
な
る
。

だ
が
し
か
し
、
こ
の
明
了
の

『仮
名
聖
教
』
二
十
四
部
は
、
聖
教
名
の
列
挙
と
い

う
目
録
的
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は
仮
名
聖
教
の
蒐
集
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
六
節

　

実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻

前
節
の
明
了

・
顕
恵
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
即
ち
永
正
十
七
年

(
一
五
二
〇
)
九
月
二

十
三
日
に
撰
述
し
た
願
得
寺
の
実
悟
兼
俊
(
一
四
九
二
?

一
五
八
四
、
九
十
三
歳
没
)

註
二

の

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
が
あ
る
。
こ
の
聖
教
目
録
は
、
山
上
正
尊
氏
が
大
正
十

二
年
十
月
、
富
山
県
東
礪
波
郡
城
端
町
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
別
院
、
善
徳
寺
の
宝
庫

か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『真
宗
学
報
』
第
二
号
に
こ
の
聖
教
目

録
の
一
覧
と
そ
の
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
聖
教
目
録
の
冒
頭
に
は
、

(角
印
)
(
長
方
角
印
)

1

善
徳
寺
の
略
譜
と
実
悟
の
撰
述
意
趣



竜
集
永
正
十
七
庚
歳

　

無
射
末
三
日
書

清
沢
隠
士
桑
門
兼
俊

と
あ
り
。
実
悟
自
身
が
こ
の
聖
教
目
録
の
撰
述
年
時
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
永
正
十
七
年
の
頃
の
実
悟
と
二
個
の
角
印
が
示
す
善
徳
寺
と
の
間
に
、
何
ら
か
の

関
係
が
そ
こ
に
あ
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
永
正
十
七
年

(
一
五
二
〇
)
を
起
点
に
考
え
て
み
る
と
、
善
徳
寺
第
二
世
玄
永

(
一
四
四
三
?

一

五

一
一

　

六
十
九
歳
没
)
は
、
永
正
八
年

(
一
五
一
こ

に
没
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
聖
教
目
録
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
善
徳
寺
を
継
ぐ
は
ず
の
長
男
実
円
玄
広

(
一

四
七
四
~

一
五
〇
九
、
三
十
六
歳
没
)
は
、
父
玄
永
よ
り
二
年
前
の
永
正
六
年

(
一

五
〇
九
)
に
没
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
善
徳
寺
第
三
世
は
、
玄
広
の
長
男
円
勝
孝
政

(
一
四
八
九
~

一
五
四
三
、
五
十
五
歳
没
)
が
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
も
し
関
係
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
第
三
世
孝
政
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
孝
政
の
末
の
娘
が
、
実
悟
の
養
女
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
興
行

寺
蓮
尭
康
恵
の
娘
が
、
善
徳
寺
孝
政
の
妻
と
な
り
、
そ
の
妻
の
弟
西
厳
意
伯
は
、
実

悟
の
養
子
と
な

っ
て
い
た
り
し
て
。
興
行
寺
蓮
尭
や
善
徳
寺
孝
政
と
願
得
寺
実
悟
と

の
間
に
は
、
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
ほ
ど
の
深
い
親
交
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
が
、
善
徳

寺
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
教
目
録
が
い
つ
頃
に
、
い
か
な
る
経
緯
で
も

っ
て
善
徳
寺
に

伝
来
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
点
に
関
し
て
発
見
者
山
上
氏
も
明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
こ
の

『聖
教
目
録
聞
書
』
の
存
在
が
、
大
正
期
ま
で
伏
蔵
さ

七
七

悶

　　

善
徳
寺
什

聖
教
目
録
聞
書
心
峨
用
所
之
聖
教
外
聞
書
聚

と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

第

一
、
「城
端
御
坊
」
「善
徳
寺
什
」
の
二
個
の
角
印
の
印
し
に
よ
っ
て
、
こ
の
聖

教
目
録
の
伝
承
の
あ
り
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
、
『聖
教
目
録
聞
書
』
の
実
悟
自
筆
の
題
号
と
そ
の
下
に
あ
る
註
文
の
「当
流

に
用
い
る
所
の
聖
教
の
外
、
聞
き
書
き
を
聚
む
る
者
也
」
と
に
よ
っ
て
、
実
悟

の
そ
の
撰
述
意
趣
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
づ
第

一
の
伝
承
を
示
す

「城
端
御
坊
」
「善
徳
寺
什
」
の
二
個
の
角
印
に
つ
い
て
、

考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
前
に
少
々
善
徳
寺
の
寺
跡
に
つ
い
て
略
説
し
て

お
こ
う
。

城
端
御
坊
は
、
文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
蓮
如
上
人
の
創
建
に
係
り
、
最
初
北
陸

巡
化
の
拗
、
加
賀
の
国
河
北
郡
井
家
荘
内
砂
子
坂
に
お
い
て
、
本
願
寺
第
五
世
紳
如

上
人
の
第
四
子
周
覚
玄
真

(華
蔵
閣

　

改
号
興
行
寺
)
の
遺
跡
を
訪
ら
い
、
そ
こ
に

一
宇
を
建
立
し
て
善
徳
寺
と
号
し
た
。
蓮
如
上
人
住
持
の
後
、
玄
真
の
孫

(永
存
の

長
男
)
蓮
真
玄
永
が
善
徳
寺
第
二
世
を
継
ぎ
、
そ
の
後
寺
跡
は
文
亀
年
中

(
一
五
〇

一
~

一
五
〇
四
)
に
山
本
の
里
へ
、
天
文
二
年

(
一
五
三
二
)
に
福
満
の
里
へ
、
永

禄
二
年

(
一
五
五
九
)
に
城
端
城
跡
に
移
転
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
(
『竜
谷
大

学
仏
教
大
辞
典
』
よ
り
参
照
)

さ
て
、
実
悟

『聖
教
目
録
聞
書
』
の
奥
書
に
。

「
相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

れ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
願
得
寺
に
は
、
こ
の
写
本

さ
え
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
な
ど
、
疑
問
の
点
が
多
い
聖

教
目
録
で
も
あ
る
。

次
に
、
第
二
の
題
号
と
註
文
に
つ
い
て
、
実
悟
は
自
ら
の
聖
教
目
録
に

『聖
教
目

録
聞
書
』
と
題
号
を
置
き
、
そ
の
題
号
の
由
来
を
下
の
註
文
に
顕
わ
し
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、

そ

れ
は
、
「当
流
に
用
い
る
所
の
聖
教
」
と
、
そ
の

「外
聞
き
書
き
を
聚
む

る
者
也
」
と
述
べ
て
、
こ
の
聖
教
目
録
の
中
に
、
二
種
類
の
聖
教
、

一
つ
は
、
当
流

依
用
の
聖
教
類
と
、
二
つ
は
琳
の
浄
土
教
聖
教
類
と
を
摂
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
流
依
用
の
聖
教
類
は
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』

に
依
っ
て
記
し
、
外
の
浄
土
教
聖
教
類
は
、
自
ら
が
散
見
し
た
り
、
伝
聞
し
た
hソ
し

て
聚
め
た
も
の
を
も
と
に
し
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
題
号
を
、
こ
の
撰
述

の
意
趣
に
基
づ
い
て

『聖
教
目
録

・
聞
書
』
と
名
づ
け
た
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
る
と
、
題
号
の

『聖
教
目
録
』
の
上
四
字
は
、
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』

を
指
し
示
し
、
そ
こ
に
存
覚
師
の
聖
教
目
録
の
相
承
を
表
わ
し
、
『聞
書
』
の
下
二
字

は
、
自
撰
の
浄
土
教
聖
教
類
の
増
補
を
掲
げ
た
こ
と
を
表
示
し
た
も
の
と
、
か
く
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
こ
の
実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
の
撰
述
は
、
存
覚
師
の

『浄
典

目
録
』
の
書
写
本
形
式
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
、
『浄
典
目
録
』

に
更
に
自
撰
の
聖

教
類
の
増
補
を
加
え
た
こ
と
は
、
そ
れ
は
存
覚
師
以
降
の
聖
教
目
録
編
纂
史
の
上
か

ら
は
、

一
つ
の
画
期
的
な
試
み
で
も
あ
り
、
そ
れ
故
、
そ
の
後
の
聖
教
目
録
が
、
江

戸
期
に
向

っ
て
歴
史
的
な
展
開
を
果
す
べ
く
そ
の
初
期
の
聖
教
目
録
と
し
て
、
こ
の

七
八

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
は
、
極
め
て
貴
重
な
書
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

2

　

『聖
教
目
録
聞
書
』

一
巻
の
構
成

こ
の
実
悟
の
聖
教
目
録
の
構
成
は
、
『浄
典
目
録
』
を
基
調
に
し
て
、
外
の
浄
土
教

聖
教
類
を
増
補
し
て
織
hソ
込
ん
だ
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
構
成
の
詳
細
は
、

こ
の
書
の
発
見
者
山
上
正
尊
氏
の
研
究

『実
悟
兼
俊
筆
聖
教
目
録
聞
書
解
説
』
に
譲

る
こ
と
に
す
る
。
(
『真
宗
学
報
』
第
二
号
P
83
)

こ
の

『目
録
』
は
云
う
ま
で
も
無
く
真
宗
聖
教
書
目
で
、
内
題
の
下
に
当
流
用

所
之
聖
教
之
外
聞
書
聚
者
也
と
あ
る
如
く
、
所
謂
る
七
祖
の
論
釈
、
宗
祖
、
列

祖
の
製
作
を
中
心
と
し
て
之
に
他
部
、
云
は
ば
傍
依
類
を
混
入
せ
し
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
配
列
の
仕
方
は
聞
書
聚
と
云
う
。
即
ち
聞
い
た
通
り
思
い
出
し

た
尽
を
書
き
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
細
部
に
亘
っ
て
は
乱
雑
で
は
あ

る
が
、
大
体
に
於
て
漢
文
九
十
五
部
と
和
文
即
ち
仮
名
之
正
教
分
顕
群
一昔

殼
難
鸚
と
の
二
大
別
と
し
、
そ
の
漢
文
中
に
て
更
に
印
度
支
那
昌
勁
赳
皿

昌
江
喋
、
日
本
濤
と
に
分
け
、
総
計
二
百
八
十
一
部
が
掲
げ
て
あ
る
・
而

し
て
漢
文
の
聖
教
の
中
に
も
別
に
異
本
と
し
て
和
文
延
書
が
あ
り
、
和
文
中
に

も
漢
文
体
の
異
本
の
あ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
夫

々
そ
の
場
処
に
於
て
註
に
真

名
仮
名
と
し
て
懇
に
巻
数
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
が
実
に
本

『目
録
』
の
研

究
上
価
値
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
今
日
知
る
こ
と
も
叶
い
難
い
珍
ら
し
い
書
目
が

並
べ
て
あ
る
こ
と
と
共
に
少
な
か
ら
ず
稗
益
を
受
く
る
点
で
あ
る
。



『性
応
寺
系
図
』
に
は
、

元
和
四
戊
午
霜
月
廿

一
日
、
御

一
家
に
加
え
召
さ
る
、
同
五
年
四
月
廿
日
、
御

児
様
に
御
指
南
仰
せ
付
け
ら
る
に
、
御
使
え
御
め
の
と
宰
相
也
。

ま
た
、
『真
宗
々
典
編
纂
史
』
下
に
は
、

嘗
て
准
如
の
命
を
受
け
良
如
保
導
の
任
に
あ
た
り
、
『教
行
信
証
』
を
伝
授
し

見
台
を
賜
り
、
或
は
連
枝
及
び
院
内
衆
の
為
に
講
を
披
き
、
殊
に
聖
教
蒐
集
に

志
し
、
大
に
力
を
致
し
た
と
云
う
。

と
あ
り
、
相
伝
教
学
伝
授
の
任
務
を
負

っ
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
合
い
間
に
、

聖
教
の
蒐
集
を
も
勢
力
的
に
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

藤
原
猶
雪
氏
は
、
『性
応
寺

累
世
の
勤
皇
扶
宗
興
学
に
就
い
て
』
(P
28
)
の
中
で
、

了
尊
は
、
京
都
に
常
住
し
て
典
籍
を
蒐
集
し
、
其
自
記
に
か
か
る
も
の
、
焼
失

(
元
治
元
年
、

一
八
六
四
)
前
、
他
に
流
出
せ
る
も
の
、
並
に
燈
余
の
遺
品
に

徴
し
、
そ
の
数
の
多
大
な
り
し
こ
と
は
、
息

一
雄
を
し
て
真
宗
正
依
典
籍
集
の

輯
録
を
容
易
な
ら
し
め
た
る
に
併
せ
て
、
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
述
べ
て
、
了
尊
の
聖
教
類
の
蒐
集
に
よ
っ
て
、
息
子

一
雄
が
『真
宗
正
依
典
籍
集
』

を
、
若
千
十
九
歳
で
撰
述
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
現
在
は
、
了
尊
の
蒐
集
し
た
聖
教
類
の
ほ
と
ん
ど
は
、

元
治
元
年
皿勁
P
J
部
品
彗

に
は
、
京
都
性
応
寺
に
蔵
置
せ
ら
れ
た
聖
教

典
籍
記
録
数
十
函
は
、
転
々
火
難
を
避
け
し
が
遂
に
今
の
京
都
駅
付
近
に
は
鳥

有
に
帰
せ
し
め
た
り
。
(右
同
、
P
27
)

と
い
う
仕
末
で
、
今
日
そ
の
僅
か
が
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
。七

九

こ
の
実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』
の
終
り
頁
に
存
覚
師
の
聖
教
目
録
を

『浄
典
目

録
』
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
い
ま

『浄
典
目
録
』
の
題
号
が
、
年
号
を
持
っ
た
書
物

に
現
わ
れ
る
の
は
、
こ
の

『聖
教
目
録
聞
書
』
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

性
応
寺
了
尊

(
一
五
八
二
?

一
六
三
八

　

五
十
七
歳
没
)
は
、
学
事
史
上
で
は
西

派
学
林
の
初
期
の
学
者
と
し
て
、
光
善
寺
准
玄
と
共
に
活
躍
し
た
人
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
了
尊
の
門
下
生
に
は
、
月
感

・
西
吟

・
空
誓
な
ど
、
モ
の
後
の
学
林
教
学

を
賑
わ
わ
せ
た
人
達
が
い
る
。

し
か
し
、
相
伝
家
側
か
ら
は
、
性
応
寺
了
尊
を
次
の
如
く
見
て
い
る
。

了
尊
は
、
慶
長
十
三
年

(
一
六
〇
六
)
に
西
本
願
寺
第
十
二
世
准
如
上
人

(光
昭

・
理
光
院
。

一
五
七
七
?

一
六
三
〇

　

五
十
四
歳
没
)
が
、
本
善
寺
第
三
世
証
珍
佐

順

(
一
五
三
四
?

一
六

一
五

　

八
十
二
歳
没
)
よ
り
真
宗
相
伝
の
御
返
伝
が
行
わ
れ

た
折
り
、
相
伴
の
一
人
に
加
わ
り
、
そ
の
後
、
証
珍
よ
り

『教
行
信
証
』
の
伝
授
を

受
け
た
人
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『法
流
故
実
条
々
秘
録
』
に
、

准
如
上
人
御
代
、
慶
長
十
三
年
の
比
献
。
さ
か
い
真
宗
寺
祐
珍

・
性
応
寺
了
尊

・
竪
田
本
福
寺

・
木
津
願
泉
寺
浄
了

・
西
覚
寺
善
性
等
、
八
九
人
御
免
侯
ふ
。

其
の
時
の
師
匠
は
、
和
州
飯
貝
本
善
寺
証
珍
、
時
に
七
句
有
余
な
り
。
其
の
十

″
年
以
前
七
八
人
御
免
、
則
ち
、
師
祐
従
な
ど
其
の
時
御
免
の
人
数
な
り
。

と
、
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
了
尊
は
、
相
伝
家
の
一
人
で
あ
り
。

『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

第
七
節

　

了
尊
の
聖
教
蒐
集



第

八
〇

真
宗
正
依
典
籍
集

　　

性
応
寺
侍
従

一
雄
撰

と
自
記
し
て
あ
る
。
こ
の
題
号
中
の

「真
宗
正
依
」
の
四
字
の
語
は
、
聖
教
目
録
の

編
纂
史
上
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
法
然
上
人
の
、

弥
陀
の
三
部
経
と
云
は
、
こ
れ
浄
土
の
正
依
経
也
。
(
『選
択
集
』
上
)

と
の
、
聖
教
選
定
の
指
南
を
承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
記
で
述
べ
た
通
り
、

法
然
上
人
は
、
浄
土
の
正
依
の
経
論
と
し
て
、
浄
土
の
三
部
経
と
浄
土
論
の

「三
経

一
論
」
を
選
定
さ
れ
た
。
い
ま

一
雄
は
、
こ
の
法
然
上
人
の

「三
経

一
論
」
の
選
定

を
相
承
す
る
意
図
を
も

っ
て
、
自
ら
の
聖
教
目
録
の
冒
頭
初
列
よ
り

「
三
経

一
論
」

の
聖
教
名
と
訳
者
名
を
列
挙
し
て
、
更
に
。

そ
れ
を
明
記
す
る
意
味
で
、
「真
宗
正

依
」
の
四
字
を
題
号
に
掲
げ
、
こ
の
一
巻
を

『真
宗
正
依

・
典
籍
集
』
と
名
づ
け
た

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
聖
教
目
録
の
題
号
は
、

一
雄
自
身
の
撰
述
意
趣
が
そ
こ

に
顕
わ
さ
れ
た
も
の
と
、
か
く
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た

一
雄
は
、
こ
の
聖
教
目
録
の
撰
述
意
趣
を
奥
書
に
欧
文
と
し
て
置
い
て
も
い

る
。

右
斯
の
典
籍
者
、
当
流
の
聖
教
目
録
也
。
残
ら
ず
常
楽
台
の
浄
典
目
録
に
編
入

す
。
且
つ
又
、
耳
目
に
触
れ
る
所
、
見
聞
に
随
い
書
き
加
え
る
者
也
。
只
だ
是

れ
、
初
心
始
学
の
者
、
疑
い
の
想
い
を
起
こ
さ
ざ
ら
し
め
ん
が
為
已
。
(筆
者
書

き
下
し
文
に
直
す
)

こ
こ
に
は
、
四
つ
の
事
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
こ

の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
は
、
「当
流
の
聖
教
目
録
」

で
あ
り
、

他
流
な
ど
の
聖
教

目
録
と
は
違
っ
て
、
浄
土
真
宗
の
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
に
は
、
存
覚
師

同
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園
佛
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一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

一
巻

性
応
寺

一
雄

(
一
六
〇
六
?

一
六
三
〇
、

二
十
五
歳
没
)

　

は
、
『性
応
寺
系
図
』

に
よ
る
と
、

長
七
。
慶
長
十

一
丙
午
十
月
十
日
辰
刻
生
す
。

元
和
五
己
未
二
月
七
日
未
の
刻
得

度
、
十
四
歳
。
君
名
侍
従
、
実
名

一
雄
、
斉
名
三
友
、
法
名
了
胤
。
寛
永
七
庚

午
九
月
十
日
卒
す
。
廿
五
、
女
渡
辺
長
門
守
昌
女

　

(
『性
応
寺
累
世
の
勤
皇
扶

宗
興
学
に
就
い
て
』
藤
原
猶
雪
著
よ
り
引
文
)

と
あ
り
、
学
績
半
ば
で
若
死
し
た
人
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
教
目
録
の

『真
宗
正
依
典

籍
集
』
を
撰
述
し
た
年
に
つ
い
て
、
そ
の
奥
書
に

寛
永
元
年

　

季
春

　

十
八
莫

　

沙
門

一
雄
書
・之

と
あ
る
。
寛
永
元
年

(
一
六
二
四
)
は
、

一
雄
が
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
折
り

父
了
尊
は
四
十
三
歳
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
を
撰
述
し

て
六
年
後
に
、

一
雄
は
世
を
去

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
四
十
九
歳
に
な
る
父
了
尊
は
、

相
伝
教
学
や
諸
般
の
事
柄
を

一
雄
に
託
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
の
題
号
と
撰
号
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
の
巻

頭
に

(
『真
宗
全
書
』
本
で
は
)

1

一
雄
の
聖
教
目
録
の
撰
述
意
趣



の

『浄
典
目
録
』
を
基
本
と
し
て
、

こ
れ
に
漏
れ
た
例
え
ば
、
「三
経

一
論
」

や
聖

　　

(
「少
々
不
審
ア
ル
ガ
」
)
と
、
宗
祖
の
著
述
六
部
と
疑
わ
し
い
一
部
の
合
計
七
部
を

覚

・
隆
寛
の
も
の
か
ら
、
宗
祖
の
著
述
及
び
覚
如
上
人

・
存
覚
師

・
従
覚

・
乗
専

・

　　

追
加
し
て
、
そ
の
後
へ

蓮
如
上
人
ま
で
の
列
祖
著
述
も
の
を
残
ら
ず
加
筆
し
て
編
入
さ
せ
た
こ
と
。
三
つ
に

　　　　

已
上
祖
師
本
願
寺
親
鸞
聖
人
御
作

は
、
真
偽
不
詳
だ
が
宗
祖
、
覚
如
上
人
や
存
覚
師
の
著
述
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の

　　

と
、
『浄
典
目
録
』
の
詞
書
き
と
同
文
を
置
い
て
い
る
。
更
に
、
宗
祖
の
著
述
で
あ

を
、
「耳
目
に
触
れ
る
所
、

見
聞
に
随
い
書
き
加
え
」
た
こ
と
。

四
つ
に
は
、
真
宗

　　

る

『消
息
集
』
二
部
を
付
加
し
て
い
る
。
即
ち
、
『御
消
息
集

　

一
巻
』
・
『末
灯
妙

を
学
ぽ
う
と
志
ざ
す
初
心
者
が
、
何
が
真
宗
の
聖
教
で
あ
る
の
か
と
い
う

『疑
い
の

　　

二
巻
』
で
あ
る
。

想
い
を
起
こ
さ
ざ
ら
し
め
ん
が
た
め
」
に
、
こ
の
書
物
を
著
わ
し
た
こ
と
。

　　　　　　

次
に
、
覚
如
上
人
の

『報
恩
講
式
三
段

　

一
巻
』

を
掲
げ
、

そ
の
下
に
は
、
『浄

以
上
、

こ
の
四
つ
の
事
柄
を
内
に
踏
ま
え
て
、

一
雄
は
、

こ
の

『真
宗
正
依
典

　　

典
目
録
』
で
は
存
覚
師
が
父
覚
如
上
人
の
著
述
を
指
し
て

「先
師
御
作
」
と
書
い
た

籍
集
』

一
巻
な
る
も
の
を
撰
述
し
た
も
の
と
、

か
く
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

　　

が
、

一
雄
は
そ
れ
を

「覚
如
上
人
也
、
当
流
先
徳
御
作
」
と
、
書
き
改
め
て
い
る
。

る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ
し
て
、
そ
の
後
に
『本
願
寺
聖
人
伝
絵
上
下

　

両
巻

　

同
作
』
・
『歎
異
妙

　

一
巻
』

2

　

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
の
構
成

　　　　　　　　　　　　　　　

の
二
部
を
挙
げ
、
次
に

　

『浄
典
目
録
』

の

『
口
伝
妙

　

三
巻
』

を
引
用
し
、

新
た

に

『拾
遺
古
徳
伝

　

九
巻
』
・
『安
心
決
定
妙

　

二
巻
』
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
後
の

こ
の
聖
教
目
録
の
構
成
は
、
ま
ず
、
浄
土
の
三
部
経

(異
訳
経
典
を
挙
げ
ず
)
と

　　

三
部
四
巻
は
、
『浄
典
目
録
』

と
同
文
を
引
用
し
、
更
に
覚
如
上
人
の
著
述
漏
れ
十

『浄
土
論
』
を
挙
げ
て
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
部
を
増
加
編
入
さ
せ
て
、

こ
れ
を
浄
土
宗
の
正
依
の
三
経

一
論
と
云
な
り
。

　　　　　　　　　　　　　　　

こ
れ
ら
み
な
当
流
先
徳
覚
如
上
人
の
御
作
な
り
と
云
々

已
上
天
竺
説

　

已
下
漢
朝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と
い
う
詞
書
き
で
結
ん
で
い
る
。
こ
の
覚
如
上
人
の
結
び
文
は
、
本
来
、

と
詞
書
き
を
添
え
て
、
『浄
典
目
録
』
に
な
い

「三
経

一
論
」

を
、

冒
頭
に
付
け
加

　　　　

是
等
者
所
望
之
輩
在
之
時
。
楚
忽

一
言
。
被
記
与
之
者
也
。
和
字
法
語
也
。

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
下
は
、
『浄
典
目
録
』
に
従
い
、

宗
祖
の

『愚
禿
炒

　　

と

『浄
典
目
録
』
で
は
な
っ
て
い
る
の
を
、

一
雄
が
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

上
下
二
巻
』
ま
で
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
た
に

『
入
出
二
門
偶

　

一
巻
』

　　　

次
に

『
六
要
紗

　

十
巻
』
が
挙
げ
て
あ
る
が
、
『浄
典
目
録
』

で
は
、
巻
末
最
後

・
『和
讃

　

三
帖
』
・
『尊
号
真
像
銘
文

　

一
巻
』
・
『
一
念
多
念
証
文

　

一
巻
』
・
『唯

　　

に
あ

っ
て
し
か
も

『
八
巻

　

分
為
二十
巻
こ

と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

そ
の
後

信
炒
文
意

　

一
巻
』
・
『
三
経
往

生
文
類

　

一
巻
』
・
『専

修
念

仏
問

答
妙

　

一
巻
』

　　

に
は
ヽ
『浄
典
目
録
』
で
は
存
覚
師
の
著
述
汀
終
り
に

『謝
徳
講
式
』

と
あ
る
の
を

『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

八

一



八

二

目
の

『正
信
偶
聞
書
』
の
次
に

『浄
典
名
録

　

一
巻
』
の
名
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『浄
典
目
録
』
が
、
『浄
典
名
録
』
と
異
名
で
出
て
く
る
の
は
、

こ
の
一
雄
の

『真

宗
正
依
典
籍
集
』
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
残
り
の
一
部
の

『信
貴
鎮
守
講

式
』
は
、

こ
の
聖
教
目
録
よ
り
除
外
さ
れ
て
お
り
、
『浄
典
目
録
』
中
、
除
外
対
象

と
な
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
が
唯

一
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
存
覚
師
の
著
述
も

の
と
し
て
最
後
に
、
『
三
心
三
信
同

一
事
』
が
挙
げ

ら
れ
、右

六
要
炒
と
云
よ
り
下
、
常
楽
台
存
覚
御
作
也
。
こ
の
上
人
は
覚
如
上
人
御
真

弟
也
。

と
の
一
雄
の
詞
書
き
に
よ
っ
て
、
存
覚
師
の
著
述
が
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
聖
教
目
録
の
最
後
の
段
に
は
、

慕

　

帰

　

絵

　　

十
巻

　　

乗
専
所
望

　　　

従
覚
上
人
作

正
信
偶
大
意

　　

一
巻

　　

金
森
道
西
所
望

　

蓮
如
上
人
作

御

　　　

文

　　

五
帖

　　　　　　　　　

同

　

御

　

作

最
須
敬
重
絵

　　　　　　

毫
摂
寺

　　　　

乗

　

専

　

作

唯

　

信

　

妙

　　

一
巻

　　

安
居
院

　　　　

聖

　

覚

　

作

一
念
多
念

　　　

一
巻

　　

長
楽
寺

　　　　

隆
寛
律
師
作

と
、
五
師
の
六
部
が
掲
げ
ら
れ
て
、
こ
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
の
聖
教
類
列
挙
が

完
了
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
の
聖
教
目
録
の
構
成
を
見
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
『浄
典
目
録
』

へ
の

追
加
部
数
は
、
「三
経

一
論
」

の
四
部
五
巻
、
宗
祖
著
述
の
九
部
十
二
巻
、

覚
如
上

同
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『嘆
徳
式
文

　

一
巻
』
と
し
、
『報
恩
講

　

嘆
徳
文
』
と
あ
る
の
を

『同
文
意

一
巻
』

と
し
て
、
二
部
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
『持
名
診

　

本
末
二
巻
』

以
下
十
二
部
は
、

『浄
典
目
録
』
と
同
部
が
挙
げ
て
あ
り
、

た
だ

『持
名
紗
』
よ
り
三
列
目
の

『弁
述

名
体
診
』
と
五
列
目
の

『諸
神
本
懐
集
』
と
が
入
れ
替
え
て
あ
り
、
四
列
目
の

『破

邪
顕
正
申
状

　

三
巻

　

同
所
望
』
の
後
に
。

右
四
部
九
帖
と
号
す
。
蓋
是
宗
家
の
五
部
九
巻
を
摸
し
て
名
と
し
た
る
か

(

　

)
内
筆
者
補
記

と
詞
書
き
し
て
い
る
が
、
『浄
典
目
録
』
に
は
、
「右
四
部
九
帖
と
号
す
」
以
下
の
詞

書
き
な
ど
な
く
、
い
つ
こ
の
四
部
が
、

一
括
さ
れ
て
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

一
雄
の
時
代
か
、

一
雄
が
手
本
と
し
た

『浄
典
目
録
』

に
は
、
そ
の
ご
と
く
記
載
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
以
上
で

『浄
典
目
録
』
の
本
文
内
の
聖
教
目
録
の
全
部
は
、
引
用
し
た
の

で
、
追
加
付
録
の
五
部
の
う
ち

『
六
要
紗
』

は
、

先
に
引
用
し
た
の
で
、
『法
華
問

答

　

一
帖
』
と

『法
語

　

一
帖
』
の
二
部
を
前
の
十
二
部
目

『縮
解
記
』
の
後
に
挿

入
し
て
い
る
。

そ
し
て
新
た
に
六
部
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
『
至
道
紗

　

一

巻
』
・
『浄
土
宗
名
目

　

一
巻
』
・
『聖
道
浄
土
名
目

　

一
巻
』
・
『浄
土
見
聞
集

　

一
巻
』

・
『正
源
明
集

　

九
巻
』
・
『
正
信
偶
聞
書

　

一
巻
』

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
四
部
は
、

実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』
に
も
出
て
い
る
が
、
『至
道
診
』

と

『正
信
偶
聞
書
』

と
の
二
部
は
見
当
ら
な
い
。

『浄
典
目
録
』
の
追
加
付
録
五
部
の
う
ち
二
部
、
即
ち

『浄
典
目
録
』
と

『信
貴

鎮
守
講
式
』
は
、
い
ま
だ
引
用
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
一
つ

『浄
典
目
録
』
が
六
部



相
違
点
は
、
他
に
も
多
く
あ
り
、
先
の
写
本
三
本
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
た
別
系
統

の
写
本
と
見
て
も
差
し
支
え
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
に
、
『真
宗
全

書
』
の
書
写
本
と
真
宗
寺
写
本
と
は
、
ま
た
別
系
統
の
も
の
と
み
ら
れ
、
光
徳
寺
写

本
は
、
真
宗
寺
本
系
統
を
引
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
真
宗

寺
写
本
、
光
徳
寺
写
本
は
、

大
経
疏

三
巻
跡

浄
願
寺

恵
遠
造

三
論
宗

と
あ
り
、
そ
こ
に

「浄
影
寺
」
を

「浄
願
寺
」
と
明
ら
か
な
誤
り
を
二
本
と
も
し
て

い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
二
本
は
、
全
く
同
文
で
も
な
く
、
五
、
六
ヶ
所
相

違
す
る
所
も
あ
り
、
疑
問
の
残
る
点
も
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
の
特
色
は
、
何
度
も
繰
り
返
す
よ

う
だ
が
、
聖
教
目
録
の
中
に
、
冒
頭
に

「
三
経

一
論
」
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
雄
の

「三
経

一
論
」
増
補
形
式
に
擬

っ
た
聖
教
目
録
が
、
こ
れ
以

後
輩
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
先
述
し
た
ご
と
く
聖
教
目
録
の
編
纂

史
の
分
類
上
で
、
『浄
典
目
録
』
本
文
に
加
え
て

「三
経

一
論
」
が
増
補
さ
れ
て
い

る
も
の
を

「存
覚

『浄
典
目
録
』

一
雄
系
統
本
」
と
名
づ
け
、
増
補
さ
れ
て
い
な
い

原
形
維
持
の
も
の
を

「存
覚

『浄
典
目
録
』
継
承
系
統
本
」
と
名
づ
け
て
、
聖
教
目

録
類
の
分
類
上
の
目
安
と
も
な
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

一
巻
は
、
後
に
相
伝
家
真
玄
の

『真

宗
依
典
籍
』
及
び

『浄
土
真
宗
依
典
籍
私
考

　

本

・
末

・
補
記
』
の
四
巻
を
生
み
だ

す
元
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
逆
に
推
す
れ
ば
、
こ
の
一
雄
の

『真
宗

正
依
典
籍
集
』

一
巻
の
撰
述
に
際
し
、
相
伝
家
で
あ

っ
た
父
了
尊
の
指
南
が
、
そ
こ

八

三

人
著
述
の
十
六
部
二
十
六
巻
、
存
覚
師
著
述
の
七
部
十
五
巻
、
諸
師
著
述
の
六
部
十

八
巻
で
あ
り
、
総
追
加
部
数
は
四
十
四
部
七
十
六
巻
と
な
り
、
減
少
は

一
部

一
巻
の

み
で
あ
る
。

単
純
計
算
す
る
と
、
『浄
典
目
録
』

の
六
十
五
部

一
一
九
巻
に
加
え
る

こ
と
四
十
四
部
七
十
六
巻
、
そ
れ
よ
り

一
部

一
巻
を
差
し
引
い
て
、

一
〇
八
部

一
九

四
巻
と
い
う
聖
教
類
の
列
挙
に
よ
っ
て
、
こ
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

一
巻
が
出
来

あ
が

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

所
で
、

一
雄
が
自
撰
の
こ
の
聖
教
目
録
に
引
用
し
た

『浄
典
目
録
』

は
、
『真
宗

全
書
』
の
も
の
と
も
、
ま
た
真
宗
寺
写
本
と
も
光
徳
寺
写
本
と
も
、
そ
の
系
統
を
異

に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
構
成
の
と
こ
ろ
で
見
た
ご
と
く
、
聖
教
名
や
詞
書
き

等
、
右
三
本
の
写
本
に
な
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
徴
し
く
相
違
す
る
所
と
い
え
ば
、

右
三
本
の

『浄
典
目
録
』
で
は
、

観

　

経

　

義

　　　

四
巻

　

常

二
(
疏
卜
云

第

一
玄
義
分

　

経
ノ大
雪
釈
ス

第
二
序
分
義

第
三
定
善
義

第
四
散
善
義

第
二
巻
ヨ
リ
第
四
巻

二
至
ル
マ
テ
(
。
依
文
ノ
釈
ナ
リ
。
経
ヲ
文
々
句
々

二
釈

ス
ル
ナ
リ

と
あ
る
が
、
『真
宗
正
依
典
籍
集
』
が
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る

『浄
典
目
録
』
で
は
、

観

経

義

　

四
巻

賢
一y
善
導
大
師
造

と
あ
る
だ
け
で
、
四
巻
の
巻
名
も
後
の
詞
書
き
も
な
い
。
し
か
も
こ
れ
だ
け
で
な
く

『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て



寂
玄
の
書
写
本
と

一
雄
の
真
筆
本
と
の
相
違

1
第
九
節

　

寂
玄
の

『依
典
籍

　

全
』

一
巻

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

に
多
分
に
含
ま
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
。
こ
の
一

雄
の
聖
教
目
録
の
出
現
に
よ
っ
て
、
後
の
相
伝
家
た
ち
に
与
え
た
影
響
力
は
、
甚
大

な
る
も
の
が
あ

っ
た
と
言
い
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

八
四

書
物
単
笥
入
目
録

　

出
口
所
蔵
』
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
聖
教
類
の
列
挙

と
と
も
に
所
持
者
あ
る
い
は
、
書
写
人
、
校
合
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
。
ま

た
こ
う
い
っ
た
目
録
は
珍
ら
し
い
聖
教
目
録
の

一
つ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
そ
の

中
に
、
第
六
世
准
勝
昭
珍

(珍
雅

・
一
五
六
八
~

一
六
三
九

・
七
十
二
歳
没
)
の
書

写
し
た
聖
教
類
が
四
十
二
冊
余
り
と
、
刊
本
の
聖
教
類
の
所
持
本
が
七
冊
あ
る
。
第

九
世
寂
玄
筆
の
書
写
本
が
十
二
冊
程
あ
り
、
第
十
世

一
玄
筆
の
書
写
本
が
五
十
二
冊

余
り
、
他
に
真
玄
筆

・
達
玄
筆
ら
の
書
写
本
な
ど
の
記
述
が
み
え
る
。
そ
こ
で
不
思

議
な
こ
と
は
、
初
代
能
化
職
代
で
あ

っ
た
第
七
世
准
玄
筆
の
も
の
は
何

一
つ
見
当
ら

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
准
玄
が
学
林
を
退
職
す
る
折
り
に
か
、
自
筆
の
書

写
し
た
聖
教
類
を
学
林

へ
寄
贈
し
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
件
に
つ

い
て
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

い
ま
、
こ
の
達
玄
の

『目
録
』
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
光
善
寺
の
大
半
が
、
准
勝
、

一
玄
の
二
師
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
、
書
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

揮
写
毫

　

於
閑
窓
山

光
善
寺
第
九
世
寂
玄
書
之

と
あ
り
、
こ
こ
に
、
延
宝
七
年

(
一
六
七
九
)
の
寂
玄
二
十
四
歳
の
時
、
性
応
寺

一

雄
侍
従
作
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
を
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
所
が
、

こ
の
寂
玄
が
書
写
し
た

一
雄
作
の

『真
正
依
典
籍
集
』
は
、
ど
こ
の
寺
の
所
蔵
も
の

典
籍
集

　

畢

　　　　　

性
応
寺
侍
従
作

沓

延
宝
第
七
歳
次

　

戌
未
初
穐
下
旬

　

第
二
日

光
善
寺
の
第
九
世
仏
乗
院
寂
玄
常
顕

(
一
六
五
五
?

一
七
二
六

　

七
十
二
歳
没
)

は
、
西
派
の
相
伝
家
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
第
三
代
能
化
職
代
の
光
隆
寺
知
空
大
可

(
一
六
三
四
~

一
七

一
六

　

八
十
三
歳
没
)
は
、
相
承
教
学
を
異
義

・
邪
執
と
決
め

つ
け
て
追
放
の
処
置
を
と
っ
た
た
め
、
余
儀
な
く
元
禄
九
年

(
一
六
九
四
)
に
子
息

一
玄
と
共
に
東
派

へ
帰
参
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
の
罪

状
は
重
く
し
て
、
初
代
能
化
職
代
で
あ

っ
た
光
善
寺
第
七
世
准
玄
円
雅

(
一
五
九
〇

?

一
六
四
八

　

五
十
九
歳
没
)
の
能
化
職
代
の
名
さ
え
も
憤
怒
の
余
り
抹
殺
し
て
、

西
派
能
化
職
代
の
歴
代
を
初
代
西
吟
と
し
、
知
空
自
ら
を
第
二
代
と
す
る
な
ど
、
常

識
で
は
理
解
し
難
い
行
動
を
取

っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
扱
い

を
す
る
こ
と
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
西
派
よ
り
相
伝
家
の
撲
滅
を
目
論
ん
で
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

光
善
寺
第
十
四
世
達
玄

(
一
八
二
五
2

一
八
七

一
、
四
十
七
歳
没
)
が
、
安
政
三

年

(
一
八
五
六
)
に
光
善
寺
所
蔵
の
聖
教
類
の
収
納
位
置
を
記
録
し
た

『匹

　

黒
塗

さ
て
、
寂
玄
が

『典
籍
集

　

全
』
を
撰
述
し
た
年
時
に
つ
い
て
は
、
そ
の
奥
書
に
、



か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ま

『真
宗
全
書
』
に
転
載
さ
れ
て
い
る

『真
宗
正
依

　　　　　

2

　

寂
玄
の
校
合
と
補
記

典
籍
集
』
は
、
そ
の
凡
例
に
、

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
は
、
仏
教
大
学
所
蔵

一
雄
師
自
筆
本
を
以
て
編
入
せ
り
。

　

ま
た
、
寂
玄
は
、
自
ら
書
写
し
た

[典
籍
集

全
]
J
を
他
の
異
本
を
以

っ
て
校
合

と
あ
り
、
こ
の
一
雄
自
筆
本
と
寂
玄
の
書
写
本

『典
籍
集

　

全
』
と
を
比
較
す
る
と
、

　

を
行
な
い
、
訂
正
文
や
不
足
の
部
分
に
は
書
き
足
し
な
ど
も
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
そ

寂
玄
書
写
本
は
、
内
題
に

『真
宗
依
典
籍
集
』
と
あ

っ
て

「正
」
の
一
字
が
脱
落
し

　　

こ
で
、
寂
玄
の

『典
籍
集

　

全
』
の
中
か
ら

「異
本
」
に
よ
る
と
自
記
し
て
い
る
部

て
お
り
、
ま
た
本
文
中
の

『天
親
浄
土
論

　

一
巻
』
と
自
筆
本

に
あ
る

の
が
、
『浄

　　

分
を
抜
き
出
す
と
、

土
論

　

天
親
造
』
と
な

っ
て
い
た
り
、
そ
の
次
の
詞
書
き
が
、
自
筆
本
で
は

「已
上

　　　

①

　

尊
号
真
像
叫
。銘
文つ
ぃ七万

天
竺
説
」
の
前
に
あ
る
の
が
、
後
に
置
か
れ
て
い
た
り
し
て
、
寂
玄
の

『典
籍
集

　　　　　　　　

○
異
本
私
記
卜
有

全
』
は
、
最
初
の
段
か
ら
、
自
筆
本
と
の
相
違
が
目
立

っ
て
い
る
。
更
に
そ
の
大
き

　　　

②

　

報
恩
講
式
三
段

　

一
巻

　　　

当
流
先
徳
御
作

異
本

二
集
ト
モ
ア
リ

な
相
違
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③

　

浄
土
法
門
見
聞
妙

　

一
巻

一
、
親
鸞
聖
人
の
著
述
の
と
こ
ろ
に
は
、
『真
宗
行
儀
炒

　

三
巻

　

祖
師
聖
人
作
』

　　　

④
謝
以
E
ぎ
文

一
巻

と
あ
り
、
存
覚
師
の
著
述
欄
に
は

『広
末

　

一
巻
』
・
『
一
期
記

　

一
巻
』
と
あ

　　　　　　　

異
本

二
(
文
ノ
字
ナ
シ

り
、
都
合
三
部
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　　　　　　　　　　　　　　　

以
上
の
四
″
所
で
あ
る
が
、
他
の
部
分
で
も
校
合
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
数
点
見
ら
れ

二
、
存
覚
師
著
述
の
下
段
に

『報
恩
講
』
・
『嘆
徳
文
』
・
『本
願
紗
』
な
ど
不
自
然

　　

る
の
で
あ
る
。

な
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所
が
、
寂
玄
が
校
合
に
用
い
た
異
本
が
、
何
に
よ
っ
て
で
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な

三
、
覚
如
上
人
著
述
欄
で
は
、
聖
教
目
録
の
配
列
に
三
、
四
ケ
所
の
移
動
が
み
ら

　　

い
。
し
か
も

一
雄
真
筆
本
あ
る
い
は
、
そ
の
正
確
な
書
写
本
で
も
な
い
こ
と
は
、
異

れ
る
こ
と
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本
の
校
合
に
よ
っ
て
で
も
真
筆
本
に
復
元
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
分
か
る
。
よ

っ

以
上
の
よ
う
な
相
違
の
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寂
玄
が
書
写
し
た

『真
宗
正
依
典
籍

　　

て
、
寂
玄
が
校
合
に
用
い
た
異
本
は
、

一
雄
真
筆
本
と
は
別
本
の

『真
宗
正
依
典
籍

集
』
は
、
明
ら
か
に
一
雄
真
筆
本
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
他
別
本
の
書
写
本
、
即
ち

　　

集
』
書
写
本
で
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
雄
真
筆
本
よ
り
誰
れ
か
が
書
写
し
た
も
の
か
、
そ
れ
に
加
筆
し
た
も
の
を
も
っ
て

　

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
は
、

一
雄
真
筆
本
と
寂
玄
書
写
本
の
元
本
と
校
合
本

(異
本
)

寂
玄
が
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

と
の
三
本
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
(今
、
寂
玄
の

『典
籍
集

　

全
』

を
含
め
れ

「相
伝
義
書
」
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

八
五



八
六

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

ば
四
本
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
元
本
と
校
合
本
の
二
本
が
不
明
で
あ
る
。)

所
で
、
こ
の
寂
玄
の

『典
籍
集

　

全
』
に
は
、
い
ま
ま
で
の
聖
教
目
録
に
は
例
を

み
な
い
特
色
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
『教
行
信
証
』
・
『愚
禿
妙
』

を
は
じ
め
十
四
部
の

聖
教
類
に
、
左
註
の
添
書
き
と
し
て
そ
の
聖
教
の
撰
述
年
時
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
聖
教
目
録
編
纂
史
の
上
か
ら
も

ヱ
(
O
O
年
代
の
も
の
と
し

て
は
、
非
常
に
珍
ら
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
以
前
ま
で
は
、
聖
教
の
書
名
の

下
に
撰
述
者
名
と
そ
の
略
歴
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
り
、
所
望
者
が
あ
れ
ば
そ
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
撰
述
年
号
が
記
載
さ
れ
た
聖
教
目
録
は
、

こ
の
寂
玄
の

『典
籍
集

　

全
』
が
初
め
て
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
が
、

一
七
〇
〇

年
代
に
入
る
と
、
円
照
寺
の
性
海
慈
空

’(知
空
の
弟
。

一
六
四
四
~

一
七
二
七
、
八

十
四
歳
没
)
の

『高
宮
聖
教
目
録
』

一
巻
や
、
西
福
寺
の
光
遠
院
恵
空

(
二
(
四
四

?

一
七
ニ

ー
、
七
十
四
歳
没
)
の

『仮
名
聖
教
目
録
』

一
巻
な
ど
に
は
、
聖
教
類
の

撰
述
年
時
の
記
載
が
出
現
し
て
き
て
、
珍
ら
し
く
も
な
く
当
然
の
ご
と
く
に
な

っ
て

い
く
が
。
寂
玄
が
撰
述
し
た

一
六
七
九
年
頃
に
は
、
全
く
新
し
い
試
み
で
あ

っ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
寂
玄
の

『
典
籍
集

　

全
』
は
、
内
容
的
や
構
成
な
ど
全
体
的
に
は
、

一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
の
流
れ
を
汲
く
も
の
で
、
『浄
典
目
録
』
の
分
類
上
か
ら
は
。

「存
覚

『浄
典
目
録
』

一
雄
系
統
本
」
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
上

述
の
相
違
点
や
増
補
な
ど
と
、
そ
の
細
部
に
及
ん
で
検
討
を
さ
し
挾
む
な
ら
ば
、
い

さ
さ
か
本
来
の
一
雄
聖
教
目
録
と
は
趣
き
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
窺
わ
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
目
録
の
編
纂
史
を
。
法
然
上
人
よ
り

(蓮
位
)
・
存
覚

師

・
綱
厳

・
明
了

・
顕
恵

・
実
悟

・
了
尊

・
一
雄

・
寂
玄
と
十
人
に
つ
い
て
、
簡
略

な
が
ら
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
真
玄
の
聖
教
目
録
の
研
究
に
関
し
て
、

法
然
上
人

・
存
覚
師

・
一
雄
の
三
師
の
指
南
を
抜
き
に
し
て
は
、
考
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

所
で
、
案
外
と
聖
教
目
録
の
研
究
は
、
真
宗
学
や
真
宗
史
学
か
ら
は
疎
ん
ぜ
ら
れ

る
嫌
い
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
元
来
、
聖
教
目
録
と
は
、
真
宗
教
学
を
伝
持
、

伝
承
す
る
聖
教
類
の
目
録
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
教
学
上
で
は
重
要
な

位
置
を
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
聖
教
選
定
を
誤
ま
れ
ば
、
教
学
自
体
も
屈

折
し
、
延
い
て
は
真
宗
の
信
仰
ま
で
歪
ん
で
い
く
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

か
つ
て
、
江
戸
中
期
に
お
い
て
、
宗
学
者
た
ち
が
数
多
の
聖
教
類
を
列
挙
し
た
聖

教
目
録
を
撰
述
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く
聖
教
目
録
が
持
つ
教
学
的
役
割
と
し
て
の
認

識
を
欠
如
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
思
え
ば
、
江
戸
初
期
に
、
東
西
本
願
寺
に
学
寮
、

学
林
が
創
建
さ
れ
た
が
そ
れ
は
宗
門
の
教
学
的
必
要
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も

の
で
は
な
く
、
た
だ
学
問
の
興
隆
と
い
う
当
時
の
社
会
的
風
調
の
も
と
に
出
現
し
た

も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
末
学
の
徒
た
ち
に
と

っ
て
は
、
教
学

(信
仰
)
よ

り
も
学
問

(解
釈
)
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら
、
学
林

・
学

寮
の
中
で
、
信
仰
に
よ
る
異
安
心
な
ら
と
も
か
く
も
、
単
な
る
学
問
上
で
の
異
安
心

第
十
節

　

小
結



後

　

記

事
件
が
続
発
し
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
相
伝
家
が
蒙

っ
た
異
義

・
邪
執
の
咎
は
、
学
林
や
学
寮
の
学
問
的
な
聖
教

解
釈
の
立
場
か
ら
、
真
宗
の
相
伝

(信
仰
)
教
学
を
見
る
限
り
、
全
く
理
解
し
難
き

も
の
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
例
え
ば
、
相
伝
家
が
幾
度
の
弾
圧
を
受
け
た
そ
の
折

々
に
、
相
伝
家
側
に
何
ら
の
弁
明
を
許
さ
な
い
と
い
う
、
極
め
て
狭
小
的
な
態
度
を

取
り
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
学
林
、
学
寮
が
学
問
的
論
争
は
出
来
て
も
、
教
学
的
論
争

が
出
来
な
い
と
い
う
弱
点
を
内
に
持

っ
て
い
た
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
学
林
、
学
寮
の
誤

っ
た
態
度
に
対
し
て
、
相
伝
家
真
玄
は
、
そ
れ
は
、
真

宗
教
学
の
欠
落
か
ら
起
る
と
断
定
し
て
、
そ
の
原
因
を
学
林
、
学
寮
で
用
い
る
聖
教

類
の
真
偽
の
混
乱
に
あ
る
と
見
抜
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
誤

っ
た
聖
教
の
修
学

は
、
誤

っ
た
教
学
を
作
り
出
す
。
そ
れ
が
学
林
、
学
寮
の
誤
謬
の
根
源
で
あ
る
と
看

破
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
真
玄
は
、
こ
の
難
を
除
か
ん
と
し
て
、
聖
教
目
録
四
巻
の
撰
述
を
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

真
玄
は
、
そ
れ
ま
で
の

　

浄
土
真
宗
が
、
『浄
典
目
録
』
や

『真
宗
正
依
典
籍
集
』

な
ど
の
聖
教
目
録
に
列
挙
し
た
聖
教
を
、
そ
の
ま
ま
真
宗
の
聖
教
と
し
て
扱

っ
て
き

た
旧
弊
を
排
除
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
聖
教
類
の
中
か
ら
、
真
宗
相
承
教
学
の
聖
教

は

「正
依
」
の
群

へ
、
そ
れ
以
外
に
相
承
さ
れ
た
浄
土
典
籍
は

「傍
依
」
の
群

へ
と

分
配
し
、
前
者
を

「浄
土
真
宗
正
依
聖
教
」
と
し
、
後
者
を

「浄
土
真
宗
傍
依
典
籍
」

と
し
て
、
聖
教
類
を
大
別
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
そ
の
他
の
浄
土
諸
師
や

徹
底
し
た
聖
教
目
録
の
簡
潔
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
真
玄
は
、
真
宗
の
教
学
は
、
必
ず
真
宗
正
依
の
聖
教
に
よ
ら
ね

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
明
言
し
、
更
に
、
そ
の
正
依
の
聖
教
を
修
学
す
る
た
め
に
は
、

尚
、
宗
祖
以
来
の
相
承

(
口
伝
)
の
義
に
基
づ
い
て
修
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
強
く
論
説
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
相
伝
家
の
中
で
暗
黙
に
行

わ
れ
て
い
た
真
宗
教
学
の
修
得
の
あ
り
方
を
、
こ
の
聖
教
目
録
の
上
で
、
改
め
て
明

確
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
真
玄
の
明
解
な
る
論
述
は
、
そ
れ
以
降
の
相
伝
家
の
人
々
に
と
っ

て
も
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

以
上
の
如
く
、
『相
伝
義
書
』

の
一
部
と
し
て
あ
る
真
玄
の
聖
教
目
録
四
巻
は
、

江
戸
中
期
に
お
い
て
突
然
に
世
に
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
聖
教
目

録
編
纂
の
長
い
歴
史
を
経
て
、
し
か
も
、
真
宗
相
承
教
学
の
中
よ
り
生
み
出
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
学
林
や
学
寮
が
陥

っ
て
い
る
聖
道

門
的
な
学
解
中
心
の
修
学
に
よ
っ
て
真
宗
聖
教
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
昌
え

し
て
、
浄
土
真
宗
の
相
承
教
学
に
叶
っ
た
修
学
を
志
す
よ
う
に
と
の
切
な
る
願
い
に

立
っ
て
、
初
心

・
始
学
の
者
や
末
学
の
疑
心
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
こ
と
以
外
に
は
、
彼
の
撰
述
の
意
趣
は
な
か
っ
た
も
の
と
、
か
く
窺
い
知

ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て

八
七

浄
土
余
流
な
ど
の
混
入
の
聖
教
類
は
、
全
く
聖
教
目
録
よ
り
除
外
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

　　

今
回
、
「『相
伝
義
書
』
相
伝
家
の
聖
教
目
録
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
真
宗
の
聖



佐
氏
の
了
解
の
も
と
に
、
堺
市
博
物
館
の
協
力
を
戴
き
主
任
研
究
員
吉
原
忠
雄
氏
の

お
手
を
借
り
て
撮
影
し
た
も
の
。
こ
こ
に
各
位
の
ご
高
配
に
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。

ま
た
Λ
写
真
3
V
は
、
当
研
究
所
が
光
善
寺
の
調
査
の
折
り
に
撮
影
し
た
も
の
を
掲

載
し
た
。

る
ま
で
、
本
来

一
本
の
糸
で
結
ば
れ
て
い
て
も
良
い
筈
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
途
切

　　

註
二
、
実
悟
の

『聖
教
目
録
聞
書
』
が
山
上
正
尊
氏
に
よ
っ
て
以
前
に
復
刻
さ
れ
た
が
、
不

れ
く
と
な
って
いて、
辛
ろう
じ
て何
と
か
一本
の流
れ
を見
い出
せ
るが
ご
と

　　　　　

N
U
轄
琵
言
勁
1

　

0に
輔
丿岫
E
I

き
の
状
態
で
あ
る
。
現
在
、
世
に
知
ら
れ
て
い
る
聖
教
目
録
の
み
を
以

っ
て
し
て
は
、

　

註
三
、
「已
下
漢
朝
」
の
後
に
ヽ
わ
く
で
囲
っ
て
「騎
騨
聖
財
立
宗
論
四
巻
言
審
菩
提
流

支
造
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
『浄
典
目
録
』
で
は
、
「註
論
」
の
次
に

「略
論
」

が
挙
げ
て
あ
る
が
、

一
雄
の
目
録
で
は

「安
楽
土
義
」
の
後
に

「讃
阿
弥
陀
仏
掲

一

巻
同
造
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

つ
一
つ
に
つ
い
て
、
ど
う
も
辻
棲
が
合
わ
な
く
て
、
筆
者
と
し
て
は
不
足
の
感
が
ぬ

ぐ
え
な
い
の
で
あ
る
。
存
覚
師
の

『浄
典
目
録
』
か
ら
始
ま

っ
て
実
悟
の

『聖
教
目

録
聞
書
』、

一
雄
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』、
そ
し
て
寂
玄
の

『典
籍
集

　

全
』
に
至

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
号

y
y
ノ

ノ

教
目
録
の
編
纂
史
を
途
中
ま
で
論
述
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
聖
教
目
録
の
I

　　　

註

一
、
付
録
の
Λ
写
真
2
V
と
Λ
写
真
3
V
参
照
。
A
写
真
2
V
の
掲
載
は
、
真
宗
寺
足
利

ま
た
、
こ
の
小
論
の
編
纂
史
で
研
究
や
資
料
の
不
足
な
ど
、
ま
た
諸
般
の
事
情
に

　　

註
察
則
顕
乱
筆
』真
玄筆

よ
り
、
相
伝
家
真
玄
の
聖
教
目
録
ま
で
辿
り
つ
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
心

残
り
で
も
あ
る
。

「浄
土
真
宗
の
門
弟
、
東
西
を
お
か
ぬ
古
今
み
な
自
己
の
執
情
に
っ
な
が
れ
て
、
祖

師
別
異
の
相
伝
に
ま
よ
ふ
こ
と
、
も
と
名
利
の
心
底
に
住
し
て
、
仏
法
に
志
の
う
す

き
が
いたす
と
ころな
り。当
今
の覚
悟
ま
ちく
にして、
一味
の安
心
に住す

る
こ
と
ま
れ
な
る
に
て
し
る
べ
し
。
是
の
如
く
な
り
き
た
る
根
元
あ
り
。

ま
づ
、
西
派
に
て
は
、
承
応
年
中
に
永
照
寺

西
吟
聖
道
の
学
解
の
み
に
し
て
祖
師

一
流
の
宗
致
に
う
と
き
仁
を
能
化
と
な
し
給
て
宗
義
を
談
ず
る
よ
り
、
西
山
鎮
西
の

末
疏
等
を
本
拠
と
し
て
、
上
下
と
も
に
三
部
妙
典
の
文
字
よ
み
ょ
り
は
じ
め
、
経
の

文
字
訓
声
自
余
と
か
は
り
あ
り

　

七
祖
の
釈
義
、
文
字
よ
み
等
、
口
授
あ
る
を
も
て

矩
模
と
す
。
前
代
は
本
山
の
堂
僧
を
め
し
か
X
へ
ら
る
る
時
節
も
、
第

一
に
そ
の
吟

あ
る
。

聖
教
目
録
編
纂
史
の
真
宗
初
期
よ
り
江
戸
中
期
、
及
び
末
期
ま
で
の
竪
の
系
統
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
に
知
ら
れ
て
い

る
聖
教
目
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
み
な
別
の
系
統
を
引
く
写
本
を
も
と
に
し
て
撰
述
あ

　　

註
四
、
性
応
寺

一
雄
師
の

『真
宗
正
依
典
籍
集
』
を
紹
介
で
き
な
い
た
め
、
光
善
寺
藤
原
暢

る
い
は
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
ひ
た
す
ら
各
所
蔵

　　　　　

言
に対
。よ
。乗院寂玄の書写本をΛ写真4Vとして掲載する

本
の
聖
教
目
録
の

(写
真
)
公
開
を

一
つ
で
も
多
く
な
さ
れ
る
こ
と
を
希
う
の
み
で

　　

註
五
、
相
伝
家
及
び

『相
伝
義
書
』
に
つ
い
て
は
、
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七
、

八
合
併
号
の

「相
伝
義
書
の
系
譜
」
と
第
九
号
の

「相
伝
義
書
の
巻
物
」
の
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た
し
。



味
あ
り
て
そ
の
口
授
の
た
し
か
な
る
を
も
て
、
本
と
せ
ら
れ
た
る
こ
と
伝
え
聞
く
も

の
也
。
当
今
は
、
そ
の
沙
汰
だ
に
も
な
き
こ
と
な
り
。
大
坊
主
分
の
人
々
に
も
先
祖

御
当
家
の
伝
を
受
け
し
点
本
を
所
持
し
て
自
分
自
分
の
字
ぢ
か
ら
に
て
、
こ
れ
を
よ

み
義
と
り
祖
師
の
相
承
に
そ
む
く
輩
ら
の
み
な
り
。
是
の
如
く
な
り
き
た
る
ゆ
へ
に
、

当
宗
御
建
立
の
基
本
、
教
行
信
証
六
巻
の
御
書
も
箆
に
お
さ
め
所
持
す
る
輩
ら
も
あ

り
と
い
へ
ど
も
、
年
々
を
経
て
も
拝
見
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
な
く
、
も
と
よ
り
義
意

の
別
途
を
も
う
か
が
ふ
と
い
ふ
こ
と
も
な
く
す
ぎ
ゆ
く
風
情
、
冥
加
の
ほ
ど
を
恐
る

可
し
、
悲
し
む
可
し
。

(乃
至
)

東
派
に
て
も
、
誓
源
寺

円
智
寛
文
年
中
。
能
化
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
け
り
。
こ
れ
も

無
相
伝
の
坊
主
ゆ
へ
、
当
流
の
義
を
談
ず
る
に
や
う
や
く
西
山
義
を
祖
師
の
御
己
証

と
と
り
ま
ぎ
れ
、
所
化
を
誘
引
す
る
ゆ
へ
に
、
西
派
同
然
の
あ
り
さ
ま
と
な
り
き
た

れ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
東
派
に
て
も
真
実
の
法
義
を
談
ず
る
を
秘
事
、
く
せ
法
門
と

こ
i
ろ
え
て
、
祖
師

一
流
の
真
実
を
き
ら
ふ
人
の
み
に
な
れ
り
。
末
の
世
と
は
な
る

と
い
へ
ど
も
、
祖
師
の
御
己
証
を
か
へ
り
み
ず
、
無
相
伝
の
あ
や
ま
り
を
し
ら
ざ
る

こ
と
、
歎
き
て
も
、
な
げ
く
べ
き
は
こ
の

一
事
な
り
。
し
か
し
よ
り
、
こ
の
か
た
東

西
と
も
に
聖
人
の
御
己
証
は
、
智
恵
学
解
に
か
く
れ
、
自
余
の
念
仏
宗
の
意
気
に
お

し
な
み
て
、
な
れ
る
あ
り
さ
ま
な
り
。
」

八
九
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伝
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伝
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